
歌
や
劇
な
ど
頑
張
っ
て
披
露　

生
活
発
表
会

　

２
月
８
日
、町
立
3
幼
稚
園
で
、「
生
活
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
歌
や
演
劇
、
合
奏
な
ど
、
普
段
の
練
習
の

成
果
を
披
露
。
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
か
け
た
父
母
や
祖
父
母
ら
は

目
を
細
め
な
が
ら
盛
ん
な
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
写
真
は
「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」
を
演
じ
る
東
角
幼
稚
園
５
歳
児
）

■ＫＢＳラジオ電波塔をライトアップ……… ②
■フォトグラフ  第27回くみやまマラソン……… ④
■届け！私たちの思い・考え、感じたこと…… ⑥
■まちづくりディスカッションinくみやま…… ⑩
■インフォメーション………………………… ⑭
■みんなの広場………………………………… ㉔
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2まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成29年3月1日

災害時の「食の備え」学ぶ
「久味の会」が非常時の食生活講習会

ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
化
に
向
け
、試
験
点
灯

Ｋ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
電
波
塔
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　町では、まちのイメージアップと地域を象徴するラン
ドマーク化に向けて検討している、ＫＢＳ京都久御山ラ
ジオ送信所電波塔のライトアップ試験点灯を行います。
　電波塔は、国道１号田井交差の東約300㍍にあり、京
都府南部など広範囲にラジオ電波を送信しています。高
さは137㍍あり、京都タワーより６㍍高く町内はもちろ
ん、宇治市や京都市内など周辺地域からも眺めることが
できます。
　試験点灯は、電波塔の周囲に置いた灯光器からライト
アップ。お茶の京都をイメージした緑色系や、春らしい
桜色などでカラフルに浮かび上がるよう計画しています。
また、今回の試験点灯は、４月から１年間行われる「お
茶の京都博」に向けて実施するものです。
　３日間だけのライトアップですので、この機会に、
様々な色で浮かび上がる電波塔をぜひご覧ください。

■期間／３月24日㈮～26日㈰
■�点灯時間／ 24日は午後８時
～10時、25日・26日は午後
７時～９時
※�ご覧いただいた感想を産業課
へお寄せください。

� 　問合せ／産業課

　１月30日、保健センターで「災害時の食生活講習会」
が行われました。
　町食生活改善推進員協議会「久味の会」（髙月裕子会長）
が開催したもので、住民12人が参加し、講話と試食で
非常時の食への対応を学びました。
　講師の髙月会長は、「避難所に食糧物資が届くには３日
間かかると思って、最低その間は自分で食料の確保を。水
は少なくとも１日３リットル用意してください」と、過
去の災害事例などから、自分で準備しておくことの大切
さを力説されました。
　乾パンやアルファ化米、レトルト食品などの紹介とと
もに、こうした既成食品とは別に、「日頃から利用してい
る食品で保存の効くものを「買い置き」して、非常時に
役立てましょう」と語りかけ、特に、乳幼児や高齢者、
食事制限が必要な人などは「自分の体に合った食料を」
と、各家庭の事情に応じた食事の準備を説明、参加者は
うなずきながら話を聴いていました。

　また、レトルト食品やアルファ化米など、災害時用の
非常食の試食もあり、参加者は「おいしいです。日頃か
ら準備しておかないとダメですね。今日は参加してよ
かったです」と感想。最後に髙月会長は「今日、聴いた
ことを、知り合いに伝えてください。人に頼らず、自分
で工夫し、準備してください」と呼びかけました。
� 　問合せ／国保健康課

トピックス

３月24日から３日間、試験点灯でライトアップされ
るＫＢＳ京都のラジオ電波塔

※付近に駐車場はありません

髙月会長（左）の話に熱心に耳を傾ける参加者

１
15

久御山
中央公園
久御山

中央公園

木
津
川

木
津
川

木津川大橋木津川大橋
至大阪至大阪

久御山町
役場
久御山町
役場

第
二
京
阪
道
路

第
二
京
阪
道
路

至枚方

KBSラジオ電波塔KBSラジオ電波塔
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水仙の花と「思いやりの心」届ける
御牧小児童が育てた「人権の花」

災害時に特殊車両など出動
近藤自動車工業㈱と町が協定

　御牧小学校５年生が育てた水仙の花が、２月９日、デ
イサービスセンター「楽生苑」など同校区内の公共施設
に届けられました。
　「人権の花」運動として、取り組んだもので、昨年10
月に５年生児童25人が球根を植え付け、水やりなどをし
て花が咲くまで大切に育ててきました。
　人権の花運動は、子どもたちが協力して育てることに
よって生命の尊さを実感し、豊かな心、優しさと思いや
りの心を育むことを目的に実施しているもので、町では
毎年小学校を巡回して取り組んでいます。
　この日、御牧小学校に人権擁護委員の藤田玉昭さん、
今村曉子さん、小西義清さん、平岡滋美さんが来校し、
児童に感謝状を贈呈。藤田委員は「きれいな花が咲き、
感謝しています。思いやりを持って育てていただいた
“心”を広げていきたい」と、児童をねぎらいました。

　災害時に、移動困難になった車の救出や、要支援者の
避難支援活動などを行う特殊車両の出動などについて
「災害時における応援協力に関する協定」が、２月６日、
町と近藤自動車工業株式会社（佐山）で締結されました。
　協定では、災害発生時に車両の救出や移動が必要な
時、町の要請に応じて、同社から必要な特殊車両や人的
支援を無償で協力していただけるものです。
　出動する車両は、急速充電電源車１台、車椅子搬送用
福祉車１台、レッカー車２台と車両積載専用車４台。急

速充電電源車は、同社が独自に開発した車両で、大容量
の蓄電池によりバッテリー切れの電気自動車に充電可能
な急速充電器を搭載したもの。災害時に現場に駆けつけ、
短時間で充電することができ、停電時には一般用100ボ
ルト電源として、また、人工透析など医療機器用200ボ
ルト電源としても対応可能なものです。災害時にはこう
した車両計８台と、操作できるスタッフを派遣していた
だけます。

　役場で開かれた協定
締結式で、信貴康孝町
長は「災害時に支援活
動や避難、復旧作業の
支障となる車両の移動
などに即座に対応して
いただけることに、町
としても心強く感謝し
ています」と挨拶。同
社の近藤英男代表取締
役会長も「企業の社会
的責任をいかに果たす
か考えてきました。少
しでも役に立てば幸
い。地域の皆様のため
に貢献していきたい」
と話されました。

　この後、児童らは手分けして、御牧保育所、御牧幼稚
園、宇治警察署田井交番、デイサービスセンター「楽生
苑」の４か所を訪れ、「大切に育ててください」と、水仙
の鉢を手渡しました。

トピックス

急速充電電源車から（右）のデモンストレーション

協定を交わした近藤孝男社長（中）と
近藤英男会長（左）、信貴康孝町長

楽生苑利用者に水仙の花を届ける児童
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第
27
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

冬
の
木
津
川
畔
、１
９
８
３
人
快
走

　

新
春
の
木
津
川
畔
を
駆
け
る
恒
例
「
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」
が
、
1
月
29
日
、
久
御
山
町

役
場
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
京
都
府
内
ほ
か
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
ラ
ン
ナ
ー
が
自
慢
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
に
始
ま
り
、
今
年
第
27
回
を
迎
え
た

レ
ー
ス
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
両
部

門
で
合
計
１
９
８
３
人
が
参
加
。
下
津
屋
か
ら
木

津
川
堤
防
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
、
選
手
た
ち

は
の
ど
か
な
木
津
川
の
流
れ
や
、
昨
年
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
浜
茶
の
景
観
な
ど
を
望
み
、
沿
道

か
ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
て
疾
走
し
ま
し
た
。

　

最
長
の
10
㌔
コ
ー
ス
に
は
最
も
多
い
１
０
０
４

人
が
挑
戦
、
９
６
０
人
が
完
走
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
中
、
最
高
齢
者
は
男
性
が
95
歳
（
兵
庫

県
＝
５
㌔
コ
ー
ス
）、
女
性
82
歳
（
京
都
市
＝
同
）

で
、
い
ず
れ
も
見
事
完
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
遠

方
で
は
東
は
群
馬
県
、
西
は
沖
縄
県
か
ら
出
場
。

以
上
４
人
に
久
御
山
産
野
菜
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
は
、
毎
年
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
大
会
を
支
え
て
い
ま
す
。
今
回
も
コ
ー

ス
の
設
営
や
走
路
の
安
全
確
保
、
給
水
、
受
付
、

表
彰
な
ど
、
選
手
が
気
持
ち
よ
く
走
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
多
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

ま
た
、
久
御
山
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
名

物
「
豚
汁
」
が
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
振

る
舞
わ
れ
、
疲
れ
を
癒
や
し
て
い
ま
し
た
。

くみやま
フォトグ ラフ

◀
一
斉
に
ス
タ
ー
ト（
５
㌔
コ
ー
ス
）
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▲�今大会もボランティアが大活躍（上は賞状
の準備）

久
御
山
の
谷
本
さ
ん
、
５
㌔
で
優
勝　

成
績

　

種
目
別
の
１
位
と
、
町
内
の
６
位
以
上
入
賞
者

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

　
【
1.5
㌔
フ
ァ
ミ
リ
ー
ぺ
ア
】
嶋
田
敦
・
れ
い
（
宇

治
市
）
５
分
37
秒
【
３
㌔
】
▽
小
学
生
男
子 

尾
島

大
輝
（
京
都
市
）
10
分
34
秒
▽
同
女
子 

薮
谷
奈

瑠
（
交
野
市
）
10
分
48
秒
▽
中
学
生
男
子 

諸
冨

湧
（
京
都
市
）
９
分
10
秒
▽
同
女
子 

柴
田
来
夢�

（
宇
治
市
）
10
分
15
秒
【
５
㌔
】
▽
中
・
高
校
生

男
子 

吉
原
篤
（
猪
名
川
町
）
15
分
47
秒
▽
同
女
子 

山
本
悠
奈
（
宇
治
市
）
18
分
24
秒
▽
一
般
男
子
18

～
49
歳 

谷
本
旭
洋
（
久
御
山
町
）
15
分
18
秒
▽

同
50
歳
以
上 

山
元
昌
彦
（
草
津
市
）
18
分
26
秒

▽
一
般
女
子
18
～
49
歳 

加
藤
遥
香
（
枚
方
市
）
19

分
14
秒
▽
同
50
歳
以
上 

大
小
田
ふ
み
子
（
京
都

市
）
22
分
26
秒
【
10
㌔
】
▽
中
・
高
校
生
男
子 

山

田
和
輝
（
京
都
市
）
30
分
49
秒
＝
大
会
新
記
録
＝

▽
同
女
子 

坂
井
美
紗
（
宇
治
市
）
41
分
00
秒
▽
一

般
男
子
18
～
29
歳 

山
﨑
諒
祐
（
宇
治
市
）
32
分

02
秒
▽
同
30
歳
代 

今
西
智
信
（
城
陽
市
）
33
分

49
秒
▽
同
40
歳
代 

井
上
友
成
（
京
都
市
）
35
分

28
秒
▽
同
50
歳
代 

宮
本
定
樹
（
守
口
市
）
37
分

39
秒
▽
同
60
歳
以
上 

大
久
保
信
生
（
精
華
町
）

38
分
42
秒
▽
一
般
女
子
18
～
29
歳 

竹
山
楓
菜
（
枚

方
市
）
34
分
56
秒
▽
同
30
歳
代 

小
嶋
暢
子
（
京

都
市
）
39
分
15
秒
▽
同
40
歳
代 

西
尾
総
子
（
宇

治
市
）
40
分
22
秒
▽
同
50
歳
代 

武
田
久
美

子
（
高
槻
市
）
46
分
22
秒
▽
同
60
歳
以
上 

川
端

末
子
（
京
都
市
）
52
分
40
秒

★
久
御
山
町
の
上
位
入
賞
者

【
５
㌔
】
▽
一
般
男
子
18
～
49
歳 

１
位
・
谷
本
旭
洋

15
分
18
秒
【
10
㌔
】
▽
一
般
女
子
40
歳
代
２
位
・

嵐
美
希
子
43
分
45
秒
▽
同
60
歳
以
上
４
位
・
西
野

陽
子
54
分
59
秒
、
５
位
・
森
栄
56
分
20
秒

▶︎
軽
快
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

▲沿道の声援を受けて

▲お父さんに負けないぞ！  ファミリーペアコース

◀給水ボランティアで活躍する中学生

“久御山名物”温かい豚汁をどうぞ▶

▲木津川堤防を疾走するランナー
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青
少
年
が
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
、
考
え
て
い
る

こ
と
な
ど
を
発
表
す
る
「
第
36
回
久
御
山
町
青
少
年
の
主
張
発
表
会
」
が
、
1
月
14

日
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
校
と

久
御
山
高
校
か
ら
選
ば
れ
た
12
人
が
、
堂
々
と
自
分
の
言
葉
で
思
い
を
述
べ
、
会
場

に
詰
め
か
け
た
保
護
者
や
友
人
、
学
校
関
係
者
ら
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
発
表
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

発
表
内
容
は
、
原
文
を
部
分
的
に
抜
粋
・
要
約
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

青
少
年
の

主
張
発
表
会

届
け
！ 
私
た
ち
の
思
い
・
考
え
、
感
じ
た
こ
と

　今、世界は様々な問題
を抱えています。その一
つが環境問題ではないで
しょうか。
　このまま環境問題を放
っておくと、いつか地球
は住めない星になってし
まうかもしれません。そ
うならないためにも、僕
は全人類が環境問題と向
き合い、エコ活動に取り
組むことが必要不可欠で
あると思います。
　僕の家では、家族でで
きるだけエコ活動に取り
組んでいきたいと話して
います。例えば、夏の暑
い日にできるだけエアコ
ンを使わずにドアと窓を
開けて部屋の通気性をよ
くし、扇風機やうちわを
使うようにしていきたい
と思っています。もしエ
アコンを使う時は、設定
温度を下げすぎないよう
にしていければよいと思
います。
　このようなエコ活動を
する人や家庭が多くなっ
ていけば、世界の環境問
題も改善されると思いま
す。
　僕はこの地球という星
を永遠に住みやすい星に
したいと思います。地球
を今より住みやすくして、
次の世代に渡すことが一
番大切だと思います。

　朝の登校の時、近所の
人や見守り隊の方々はい
つも「おはよう」と声を
かけてくださいますが、
それより先に「おはよう
ございます」と挨拶をし
ます。帰り道でも、「こ
んにちは」と声をかける
と、「お帰り」と笑顔で声
をかけてくださいます。
　何か、今までよりも地
域の方々と距離が近くな
ったような気持ちにな
り、心が温かくなりまし
た。そして、挨拶だけで
なく、その人のことをも
っと知りたい気持ちから
か、いろんな言葉が出て
くるようになりました。
相手の方も同じ気持ちな
のか、「暑かったやろ」な
どと声をかけてくれます。
　その時、僕は「これ
だ」と思いました。普段
の生活の中で挨拶をする
ことの意味は、人と人と
のつながりや、それを通
した相手への思いやりの
気持ちが出てくることに
あるのだと気付きました。
　挨拶の先に見えてくる
世界、それは、世の中の
いろんな人々に心を開き、
つながりあうことで実現
する、思いやりの気持ち
にあふれた世の中なので
はないでしょうか。

東角小学校 6 年
滝澤　嶺真さん

御牧小学校 6 年
阿部　悠翔さん

環境問題あいさつの先に
見えてくる世界
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　みんなが笑顔になって
久御山町で過ごせる、こ
れは久御山町がよりよく
あるために大切なことだ
と思います。そのために
はみんなが笑って暮らせ
る環境を作ることが大切
だと思います。
　では、どのようにすれ
ば、周りの人が笑顔にな
っていくのでしょうか。
　久御山町には人との交
流が深まるきっかけにな
る行事があります。
　行事など、人との関わ
りを通して、つながりが
深まっていくのだと思い
ます。人とのつながり
ができれば、「おはよう
ございます」などの挨拶
ができるようになったり、
話しかけたりして笑顔が
あふれる久御山町になる
と思います。
　そのためには、子ども
だけでなく、地域の大人
の人とも交流を深め、親
しくなることが必要だと
思います。だから、今あ
る様々な行事などにみん
なが積極的に参加して、
大人と子どもの両方が交
流できるようになれば、
久御山町はもっとよくな
り、笑顔があふれる町に
なると思います。

　この世の中で起こって
いることには、すばらし
く感動的なこともあれば、
信じられないような残酷
なこと、悲しいこともあ
ります。
　世の中の「悪い出来事」
を完全に無くすことは、
大変難しいと思います。
でも、私たちと同じよう
な子が、取り返しのつか
ないことになることだけ
でも、防いでいけたらい
いと思います。そのため
の方法を二つ考えました。
　一つは、悩みを抱えて
いたり、落ち込んでいる
人がいれば、すぐに相談
に乗るなど、温かい言葉
をかけることが大切だと
思います。もし、自分が
そうなったときは誰かに
相談して一人で抱え込ま
ないようにすればよいと
思います。
　二つ目は、「やればで
きる。諦めない」という
気持ちで周りの人を励ま
したり、励まされたりで
きるようにすることです。
　犯罪などに走ってしま
う心の隙間は、誰にでも
あるものです。そんな時
に身近な人が温かい言葉
をかける、そして温かい
気持ちを持って、いろん
な人につないでいくこと
が大切だと思うのです。

　僕の周囲には、たくさ
ん僕を支えてくれている
人がいます。
　僕は、剣道を習ってい
ます。そこで指導してく
れる先生や応援してくれ
る道場のみんなに支えら
れて日々練習しています。
　試合では、いつも全力
で応援してくれたおかげ
で、優勝した経験が何回
もあります。その時に僕
は、「みんなからの信頼
と支えがあったから勝つ
ことができたんだな」と、
心から感じています。こ
の時感じたことを大切に
僕は、同じ道場に通って
いる友達を心から応援し
ようと心がけています。
　毎日の学校生活におい
ても、友達や仲間を支え
ることはできます。自分
が苦手なことをしている
ときや困っているときに、
「がんばれ」や「どうした
の」「何かできることはあ
るの」などの声かけをさ
れることで気持ちが前向
きになれた経験があるの
です。
　人は必ず誰かに支えら
れて生きています。自分
は気付かなくても、実は
多くの人に支えられ、多
くの人を支えて生きてい
るのです。

　八
はっさく

朔祭りを残してほし
い、これは私の願いです。
友達や同じ地域の人だけ
でなく、たくさんの人と
仲良くするためです。八
朔祭りを残すことが未来
につながっていく交流に
なると考えています。
　毎年、8月31日に雙

さ ぐ り

栗
神社では八朔祭りが行
われます。私が6歳の頃、
初めて八朔祭りに行った
ときは、喜びが抑えられ
ませんでした。屋台がい
っぱい出ていて、おいし
そうな食べ物の匂いがし、
たくさんの人が行きかっ
ていて、見たこともない
光景だったからです。こ
のとき、大きくなったら
仲良しの友達と来たいな、
屋台のたこ焼きを食べた
いなと思いました。八朔
祭りはそんな気持ちを作
り出せると思いました。
　私はできるだけたくさ
んの友達を誘って、お祭
りをいつまでもにぎやか
にしていこうと思います。
私だけでなく、いろいろ
な人がそうすることで八
朔祭りは続いていくこと
でしょう。
　様々な地域の、様々な
年代の人が集い、交流で
きる場として、八朔祭り
を大切に守っていきたい
と思います。

佐山小学校 6 年
藤田　竜鳳さん

御牧小学校 6 年
松田　美彩さん

東角小学校 6 年
内藤　　慧さん

佐山小学校 6 年
中西　莉央さん

久御山町がよりよく
あるために

温かい気持ちを
つないでいこう 人を支える人未来につながる交流
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　殺処分ゼロを目指した
募金活動を見て、人間の
エゴによって動物が殺さ
れているという現実を目
の当たりにしました。
　環境省の統計によると、
平成27年度の殺処分数
は、全国で犬が15,811
匹、猫が67,091匹でし
た。私は、あまりにも多
すぎると感じました。
　これから、犬や猫を飼
おうとしている人は、本
当にその子を家族の一員
として、責任を持って最
後まで一緒にいてあげる
ことができるかを、もう
一度考えてみてください。
もし、迎え入れようと思
ったときは、明日消えて
しまうかもしれない命を
救ってあげてください。
　今、犬や猫を飼ってい
て、手放そうとしている
人たちは、今一度、その
子を家族の一員として迎
え入れた日のことを思い
出してください。それで
も、飼えなくなった時は、
その子を温かく迎え入れ
てくれる新しい飼い主を
責任を持って探してあげ
てください。そういった、
私たちの行動が殺処分を
確実に減らすことにつな
がると私は思います。

　９月、オーストラリア
のワーウイックステート
ハイスクールの生徒達に
久御山町に来ていただき
ました。これが３回目の
ホストファミリーでした。
毎回のことですが、お迎
えのときはドキドキしま
す。過去の２回は姉のお
客さんという感覚でした
が、今回は私の番、ここ
久御山で日本の生活を楽
しんでいただこうと、誠
意をもって「おもてな
し」を考えました。
　普段と同じ朝食や夕食、
母が作ってくれたお弁当
を持って登校し、休みの
日には琵琶湖博物館へ行
き、外食はラーメンとお
好み焼き。私の英語力が
弱いため、十分なやり取
りはできませんでしたが、
とてもすばらしい時間で
した。
　お別れの日はとても悲
しいです。家族みんなが
涙を流しています。ほん
の数日間の出会いなのに、
どうしてこんな気持ちに
なるのか、とても不思議
です。
　今も彼女と連絡を取っ
ています。もっとお互い
の思いが伝えられるよう、
英語の勉強を頑張り、会
話力を身に着けたいです。

久御山中学校 1 年
大西　凜さん

久御山中学校 1 年
大宮　有理子さん

殺処分ゼロを目指して久御山中学校に
入学して

　僕は、６月末にさつき
苑デイサービスセンター
で職場体験をしました。
　最初はとても緊張しま
したが、高齢者の方々と
話しているうちに、自然
に会話が弾むようになり
ました。交流の中で、高
齢者の方と話すときは、
ゆっくり聞き取りやすく
話すことが大切であると
分かってきました。
　介護という仕事は大変
な仕事ですが、やりがい
を感じる場面もありまし
た。それは高齢者の方を
手伝ったときに「ありが
とう」と言われた時です。
この一言を聞くだけで、
疲れていても、気持ちが
スッと軽くなりました。
　３日間という短い期間
でしたが、年上の方への
態度や言葉遣いに気を付
けて接したことは、これ
から役立ついい経験であ
ったと思います。人を思
いやる気持ちや、自分の
心を育ててもらった気が
します。
　人は誰でもいつかは高
齢になります。これから
将来、高齢者が増えてい
く中で、この職場体験で
学んだことを生かして、
僕たちができることを積
極的にやり、支えていき
たいと思いました。

　私が久御山高校のスポ
ーツ総合専攻コースに決
めた理由は、バレーボー
ルが好きで、レベルの高
い所で上を目指して勝ち
進んでいきたいと思った
からです。
　勝っていくために必要
なことは何か、たくさん
のことを学びました。
　一つ目は、挨拶をしっ
かりするということです。
　二つ目は、感謝の気持
ちを持つということです。
　三つ目は、みんなをま
とめたり引っ張っていく
リーダーシップを持つこ
と、もしくはリーダーを
支えるためのフォロワー
シップを持てる人になる
ことです。リーダー一人
では、集団をまとめるこ
とは難しいです。今まで
以上にリーダーを支える
存在になり、また、リー
ダーシップを発揮できる
ようになっていきたいです。
　四つ目は、良い仲間関
係を築くことです。強い
チームというのは、何で
も言い合える良い関係を
作れているということで
す。みんなの気持ちがバ
ラバラでは強くなれませ
ん。みんなが同じ気持ち
で一つの目標に向かって
頑張っていきたいと思い
ます。

久御山中学校 2 年
石原　幸弥さん

久御山高校 1 年
吉原　百桃さん

職場体験で学んだこと久御山高校に入学して
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　私は、将来を考えるう
ちに、中学か高校の歴史
の教師を目指したいと思
うようになりました。人
間の営みが歩んできた道、
なぜ悲惨な戦争を防ぐこ
とができなかったのか、
そういうテーマを生徒た
ちと一緒に考えてみたい
と思います。それが、私
の「夢」なのか、正直よ
く分かりません。
　私は、これから様々な
困難を乗り越えて、「夢」
を実現できるでしょうか。
そんなことを考えるより、
目の前にある小さな課題
と向き合い、一歩一歩進
んでいくことが大切だし、
私にできるのはそれしか
ないと思います。
　どんな将来が待ち受け
ているか分からないけど、
勉強でも部活動でも今日
できることを精一杯頑張
って、今を生きたいと思
っています。今日をコツ
コツと積み上げていき、
その先に見えてくるもの
があるかも知れません。
　私の「夢」、それは決し
て固定されたものではな
く、その時その時に形を
変えて現れる変幻自在な
「夢」です。一生出ない
かもしれない答えを探し
て、今日という一日を全
力で生きたいと思います。

　私は、剣道部に所属し、
女子キャプテンを務めさ
せていただきました。
　今、３年間を振り返っ
て思うのは、一番しんど
いことは続けることだと
いうことです。
　剣道部は遠征も多く、
テスト前に遠征だったこ
ともあります。全国大会
の予選会直前にテストが
あったこともあります。
精神的にも体力的にもテ
ストどころではないとい
うのが正直な気持ちでし
た。でもそれなら、遠征
中の夜に勉強すればよい
し、もっと前から勉強を
始めておけばよいだけの
話です。
　できない言い訳をせず、
常に妥協をしないという
のは、今まで自分に甘か
った私にとってはかなり
しんどいことでしたが、
そんなに賢くもなく、た
いした勉強時間も確保で
きない私が良い成績を収
めてこられたのは、続け
ることができたからだと
思います。日々の積み重
ねが大切だということで
す。
　勉強でも部活動でも自
分が納得できるまでやり
続けることができれば、
良い結果が得られると思
います。

　平成29年の自治会長が決まりました。
自治会は、私たちの最も身近な地域コ
ミュニティ組織です。住民がお互いに親
睦を深め、助け合って防災や防犯活動を
はじめ、福祉、環境などいろいろな面で
大切な役割を担っています。
　自治会長は、各自治会の代表であると
ともに、町とのパイプ役として行政の推
進にも重要な役割を担っていただいてい
ます。１年間よろしくお願いします。
� 問合せ／行財政課

久御山高校 2 年
瀧本　清士郎さん

久御山高校 3 年
佐々木　彩香さん

今を生きる文武両道を実践して

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
新
し
い
自
治
会
長
さ
ん

平成29年久御山町自治会長名簿� 敬称略
自治会名 自治会長名

御　

牧　

地　

区

大橋辺 中島　友美
リーヴァ淀 津田　隆之
北川顔 内　貴史
藤和田 長谷川新造
近協パレス 吉田　　正
島田 束　昭夫
坊之池 上田　隆健
中島 戸田　治巳
西一口 小嶋　清文
東一口 山田　清文
相島 西村　三郎
森 芳川　昭輝
野村 中村　光男
村東 吉本　麻紀

佐　

山　

地　

区

佐山 北村　　治
佐古 藤村　文夫
市田 内座　元巳
田井 大 　忠彦
下津屋 曽束　育夫
荒見 井上　孝司
新開地 寺田　耕造
松陽台 福井　雅一
下津屋団地 笹江　文乃
サンタウン佐山 中村　泰彦
鈴間 上田　弘美
下津屋サンハイツ 松本　祥二
佐山サンハイツ 横関　　潔

　

東　

角　

地　

区

清水 石田　英昭
林 西村　康伸
栄１・２丁目 宮川　繁美
栄３・４丁目 内田　 治
ミサワ林 山田　靖彦
東佐山団地 栂野　正信
ハイツ西宇治 澤﨑　福造
久御山団地 濵伊　睦子
西武西林 髙山　　実
籾池 稲葉富士夫
双栗 田渕　　彰
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ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
in
く
み
や
ま

町
の
魅
力
発
信
、熱
く
討
議

４
班
に
分
か
れ
て 

多
彩
な
提
言

　

住
民
討
議
会
は
、
18
歳
以
上
の
住
民
千
人
を

無
作
為
抽
出
し
、
参
加
承
諾
者
の
中
か
ら
25
人

を
選
出
（
当
日
参
加
者
は
23
人
）。
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
意

見
を
集
約
し
て
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

各
種
の
審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
で
は
、
行
政

か
ら
出
席
依
頼
し
た
委
員
や
役
員
な
ど
、
決
ま

っ
た
顔
ぶ
れ
が
多
く
な
る
の
に
対
し
、
住
民
討

議
会
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
な
ど
、
日
ご

ろ
意
見
を
表
明
す
る
機
会
が
少
な
い
人
た
ち
の

考
え
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、「
久
御
山

町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
が
テ
ー
マ
。

23
人
の
参
加
者
は
４
班
に
分
か
れ
て
、
自
己
紹

介
の
後
、
進
行
役
、
記
録
係
、
発
表
者
の
役
割

を
決
め
て
討
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
参
加
者
が
思
い
つ
く
情
報
発
信
の
方

法
」
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
昼

食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
、「
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
」、「
住
民
と
行
政
と
の
協

働
で
出
来
る
Ｐ
Ｒ
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
、
最
後
に
班
ご
と
に
提
言
と
し
て
ま

と
め
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
１
班
の
提
言

魅
力
Ｐ
Ｒ
は
、 

町
を
知
る
こ
と
か
ら

　

情
報
発
信
の
方
法
と
し
て
、
広
報
誌
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
教
育
の
場
で
の
体
験
、
口
コ
ミ
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

　

町
の
魅
力
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
町
民
自
身
が
町
の
魅
力
を
知
る

こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
久
御
山
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
大
き
く

な
っ
て
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
か
ら
町
の
歴

史
の
話
を
聞
い
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
や
絵
を
描
い

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
願
い
し
て
、

子
ど
も
が
興
味
を
示
す
よ
う
な
漫
画
や
紙
芝
居

を
作
成
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
は
な

い
か
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
、
運
動
会
に
町
内
の
企
業
が
参
加
す

る
こ
と
で
、
久
御
山
が
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
町
外
の
人
は
町
民
と
触
れ
合
い
の
な
か

で
町
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
特
産
品
で
あ
る
野
菜
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
、
農
業
体
験
を
し
て
は
ど
う
か
。

野
菜
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
と
、

子
ど
も
の
食
育
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

体
験
か
ら
新
た
に
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
人
が

現
れ
る
の
で
は
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
■
２
班
の
提
言

「
美
容
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
で 

集
客
を

　

情
報
発
信
の
方
法
と
し
て
は
、
広
報
誌
や
学

校
行
事
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
発
信
す
る
た
め
に
は
人
を

集
め
る
必
要
が
あ
る
と
、
町
に
来
て
も
ら
う
た

め
の
方
法
に
つ
い
て
討
論
を
進
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と

し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も
な
っ
た
ス
ポ

　

2
月
5
日
、
住
民
参
加
に
よ
る
討
議
会
「
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
in
く

み
や
ま
」
が
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
活
発
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
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ー
ツ
で
あ
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
町
内
企
業
の
有

名
な
シ
ャ
ン
プ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
活

用
を
考
え
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を「
美
容
と

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」と
し
て
売
り
出
し
、
人
を

集
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
内
に
特
区
を
作
り
、
美
容
と
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
企
業
を
集
め
、
そ
れ
ら
企
業
の

製
品
で
地
域
限
定
の
も
の
を
作
る
。
自
転
車
の

部
品
を
作
っ
て
い
る
企
業
を
集
め
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
を
活
用
し
た
事
業
を
展
開
す
る
な

ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
人
を
集
め
る
方
法
と
し
て
、
町
出

身
の
有
名
な
人
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
も

ら
い
製
品
を
開
発
し
た
り
、
農
家
の
人
が
知
っ

て
い
る
秘
伝
の
レ
シ
ピ
の
公
表
な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
や
町
職
員
が
有
名
人
と
一
緒
に

何
か
に
挑
戦
す
る
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
注
目
を
集
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
■
３
班
の
提
言

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で 

町
の
魅
力
を
発
信

　

町
で
所
有
し
て
い
る
バ
ス
２
台
を
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
に
し
て
、
町
内
外
を
走
ら
せ
る
こ
と
が

提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
と
は
、
バ
ス
の
側
面
や
背

面
に
図
柄
を
掲
載
す
る
も
の
。
季
節
ご
と
の
特

産
品
を
掲
載
し
、
記
者
発
表
し
て
新
聞
な
ど
に

取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
町
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ

効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
そ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
活
用
し
て
、

バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。
町
内
の

工
場
や
寺
社
仏
閣
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
町
内
外
の

人
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
夏
休
み
に

は
、
町
内
の
子
ど
も
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
れ
ば
、

自
由
研
究
や
絵
日
記
の
材
料
と
し
て
使
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
を
集
め
る
た
め
に
は
、
お
し
ゃ

れ
な
ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
と
、
地
元
産
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
お
い
し
い
ス
イ

ー
ツ
を
提
供
す
る
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
を
組
め
た
ら

面
白
い
の
で
は
。
メ
ニ
ュ
ー
も
季
節
ご
と
に
変

え
て
、
季
節
の
旬
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。
そ
の

レ
シ
ピ
を
発
信
す
る
こ
と
で
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
。
ツ
ア
ー
が
根
付
い
た
と
こ
ろ
で
、

野
菜
の
産
地
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
て
も
面
白
い
の
で
は
、
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

■
４
班
の
提
言

旧
山
田
家
住
宅
を
カ
フ
ェ
に

　

情
報
を
発
信
す
る
方
法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
広
報
誌
を
活
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、
東
一
口
の
旧
山
田

家
住
宅
を
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

「
c
a
f
é
山
田
家
」
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

季
節
ご
と
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
デ
ザ
ー
ト

を
提
供
し
、
年
間
を
通
し
て
行
事
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
町
外
の
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
山
田

家
住
宅
を
カ
フ
ェ
に
し
て
は
ど
う
か
。
お
い
し

い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
場
所
に
は
人
が
集
ま
る
。

訪
れ
た
人
が
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
て
、

情
報
が
拡
散
さ
れ
、
ま
た
人
が
集
ま
る
と
い
っ

た
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
特
産
品
で
あ
る
大
根
、
ナ
ス
、
ネ

ギ
を
使
用
し
て
作
る
「
く
み
や
ま
パ
ス
タ
」
や

「
く
み
や
ま
ピ
ザ
」、「
く
み
や
ま
巻
き
」
な
ど

「
く
み
や
ま
」
の
名
を
つ
け
て
売
り
出
す
。
デ

ザ
ー
ト
で
は
、
久
御
山
産
の
抹
茶
を
使
っ
た

「
抹
茶
ソ
フ
ト
」
や
、
ち
ょ
っ
と
躊
躇
す
る
け

ど
、
食
べ
て
み
る
と
お
い
し
い
「
ネ
ギ
ジ
ェ
ラ

ー
ト
」
を
作
れ
ば
、
来
場
者
に
久
御
山
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ほ
か
に
も
、
旧
山
田

家
住
宅
の
鯉
の
欄
間
の
前
で
告
白
す
る
と
「
恋

が
成
就
す
る
と
ふ
れ
こ
み
」、
人
を
集
め
ら
れ

る
の
で
は
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

各班に分かれて活発な討議



12まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成29年3月1日

久

御山学園

ニュース
⑥

教
職
員
研
修
や
交
流
を
重
ね
、

共
通
理
解
深
め
る

久
御
山
学
園
で
は
、

「
中
学
３
年
生
の
希
望

部
）
に
お
け
る
今
年
度
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課

題
を
確
認
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
学
校
・
中
学
校

の
教
職
員
に
分
か
れ
て
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
・
幼
稚
園
で
は
、
各
園
所
で
の
取
り
組

み
を
交
流
し
、
久
御
山
町
に
お
け
る
就
学
前
教
育

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
小
学
校
１
年
～
６
年

の
学
年
別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
中
学
校
の
教
員

も
参
加
し
て
「
言
語
力
」
と
「
自
己
指
導
能
力
」

を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
今
後
の
児
童
･
生
徒
の
指
導
に
つ
い

て
共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
久
御
山
学
園
と
は
…
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
組
織

●
久
御
山
学
園
で
育
て
た
い
力
…
言
語
力
・
自
己
指
導
能
力

研
修
会
で
意
見
交
換
を
行
い
、
課
題
な
ど
を
共
通
理
解

助成金で整備された集会所の
机やいすなど

進
路
の
実
現
」
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
の
「
言

語
力
」
と
「
自
己
指
導
能
力
」
の
育
成
を
目
指
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

保
・
幼
・
小
・
中
一
貫
教
育
の
充
実
に
向
け
、

１
月
26
日
に
全
教
職
員
が
集
ま
り
、
研
修
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
久
御
山
学
園
各
専
門
部
（
学
力

向
上
部
、
心
の
教
育
部
、
生
活
・
健
康
部
、
総
務

　

子
ど
も
た
ち
は
、
様
々
な
経
験
を
積
み
重

ね
る
中
で
、
言
葉
を
覚
え
、
自
分
の
思
い
を

話
し
た
り
相
手
の
考
え
に
耳
を
傾
け
た
り
し

て
、
話
す
力
や
聞
く
力
の
基
礎
を
身
に
付
け

て
い
き
ま
す
。
そ
の
経
験
の
一
つ
ひ
と
つ
が

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
情
を
育
て
、
優
し

さ
や
道
徳
性
の
芽
生
え
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。

　

０
歳
児
～
４
歳
児
が
通
う
保
育
所
で
は
、

先
生
や
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
規
則
正
し
く

生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
室
内
外
で
「
ご

っ
こ
遊
び
」
を
し
た
り
、
思
い
き
り
体
を
動

か
し
て
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

保
育
所
で
大
事
に
育
て
て
い
る
基
本
的
な

生
活
習
慣
や
人
と
関
わ
る
力
は
、
生
活
や
遊

び
全
て
の
中
か
ら
培
わ
れ
て
い
く
も
の
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
向
け

て
、
保
護
者
と
し
っ
か
り
連
携
し
、
ゆ
っ
く

り
子
ど
も
の
話
を
聞
き
、
受
け
止
め
、
久
御

山
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
ま
す
。

楽
し
く
給
食
を
食
べ
る
子
ど
も
た
ち（
佐
山
保
育
所
）

生活や遊びを通して成長育む　御牧・佐山・宮ノ後保育所

宝
く
じ
助
成
金
で

集
会
所
備
品
を
整
備

栄
１
・
２
丁
目
集
会
所

　

栄
１
・
２
丁
目

自
治
会
で
は
こ
の

ほ
ど
、
集
会
所
な

ど
で
活
用
す
る
備

品
を
、（
一
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
受
け
て

整
備
し
ま
し
た
。

　

整
備
し
た
備
品
は
、
机
や
椅
子
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
簡
易
テ
ン
ト

な
ど
総
額
２
７
０
万
円
。
う
ち
２

５
０
万
円
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
と
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
を
目
的
に
、
宝

く
じ
収
入
を
財
源
と
し
て
自
治
会
な

ど
に
助
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。
最

近
で
は
、
下
津
屋
自
治
会
が
祭
り
用

獅
子
頭
や
法
被
な
ど
、
田
井
自
治
会

が
神み
こ
し輿

や
テ
ン
ト
な
ど
を
整
備
し
て

い
ま
す
。　
　

問
合
せ
／
行
財
政
課
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お
り
が
み
の
会

　

図
書
館
職
員
に
よ

る
「
お
り
が
み
の

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

折
り
紙
を
折
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
３
月
18
日
㈯　

午
後
２
時

30
分
～
３
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム　

対
象

／
３
歳
以
上
～
大
人
。
申
込
不
要　

問
合
せ
／
図
書
館

春
の
お
た
の
し
み
会

　

図
書
館
で
は
、
お
た
の
し
み
会
を

開
き
ま
す
。
申
込
不
要
。
ご
家
族
や

友
達
と
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
３
月
20
日
㈷ 

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ

ー
ル
３
階
交
遊
室　

対
象
／
幼
児
・

小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
サ

ー
ク
ル
「
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
人
形

劇
な
ど　

問
合
せ
／
図
書
館

Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ`

ｓ

５
ｔ
ｈ
コ
ン
サ
ー
ト

　

町
文
化
サ
ー
ク
ル
「
Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ′
ｓ
」
が
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。
無
料
で
、
申
込
不

要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
３
月
５
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
開
場　

午
後
２
時
開
演　

場
所

／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル　

曲
目
／
Ｅ

ａ
ｓ
ｙ 

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
（
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ

ｒ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
等
）、
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
演

歌
、
ジ
ブ
リ　

問
合
せ
／
社
会
教
育

課

生
き
物
の
不
思
議
あ
れ
こ
れ

　

暖
か
く
な
り
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
て

い
た
生
き
物
た
ち
が
活
動
を
始
め
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
は
、
生
き
物

の
生
態
に
関
す
る
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
ま
す
。

　
　

お
・
す
・
す
・
め
・
本

動
物
ト
リ
ビ
ア
図
鑑

　
　
　

佐
藤
栄
記
／
著　

東
京
書
籍

　
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
和
名
は

何
？
」「
イ
カ
や
タ
コ
に
は
心
臓
が
い

く
つ
あ
る
？
」
な
ど
、
知
ら
れ
ざ
る
動

物
雑
学
を
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
。

生
き
も
の
の
ヘ
ン
な
顔

小
宮
輝
之
／
監
修

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
編
集
室
／
構
成
・
文

幻
冬
舎

　

あ
く
び
、
死
ん
だ
フ
リ
、
ふ
さ
ふ
さ

ま
つ
毛
…
。
生
き
物
た
ち
の
「
ヘ
ン
な

顔
」
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
。

う
み
の
か
く
れ
ん
ぼ　
　
　
（
児
童
書
）

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　

体
の
色
を
変
え
た
り
、
砂
の
中
に
潜

っ
た
り
…
。「
海
の
隠
れ
ん
ぼ
名
人
」
を

探
し
て
楽
し
む
科
学
絵
本
。

ぼ
く
、
ま
っ
て
る
か
ら　
　
（
児
童
書
）

正
岡
慧
子
／
作 

お
ぐ
ら
ひ
ろ
か
ず
／
絵

　
　

フ
レ
ー
ベ
ル
館

　

友
達
の
く
ま
く
ん
が
冬
眠
し
て
し

ま
っ
て
毎
日
さ
み
し
い
ね
ず
み
く
ん
は
、

く
ま
く
ん
が
目
覚
め
た
時
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
「
い
い
こ
と
」
を
思
い
つ
い
て

…
。

今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

屋根をかける人
門井　慶喜／著　角川書店

　明治末期に来日し、近江八幡で
教師をしていた青年は建築家・実
業家として大成する。日米に「屋
根をかけた」ヴォーリズの一代記。

さまよえる古道具屋の物語
柴田　よしき／著　新潮社

　その店を見つけたのは偶然？ 
それとも必然？ 古道具を手にし
た人々の数奇な運命を描く連作短
編小説。

にっこりおすしとわさびくん
佐川　芳枝／作　講談社

　緊張する桃花の前に突然現れた
わさびくん。ゆかいな寿司ネタた
ちと大人のお寿司について学ぼう。

しんけんしょうぶ
だるまさんがころんだ　

武田　美穂／作　ほるぷ出版

　「動いた？」「動いてない！」鬼
役とのかけ合いはドキドキ。懸命
に遊ぶ子どもたちの姿を描いた絵
本。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

    １ ２ ３ ４

 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 31 

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

3月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時
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「
お
茶
の
京
都
博
」
目
前
！ 

「
食
で
つ
な
ぐ
３
つ
の
京
都
」
イ
ベ
ン
ト

　

お
茶
文
化
の
発
信
と
振
興
を
目
的
に
、
京

都
府
南
部
の
12
市
町
村
で
４
月
か
ら
１
年
間

展
開
さ
れ
る
「
お
茶
の
京
都
博
」
を
目
前

に
、
久
御
山
町
で
は
、
海
・
森
・
お
茶
の
３

つ
の
京
都
と
連
動
し
て
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
海
の
京
都
」
か
ら
海
産
物
を
、「
森
の
京

都
」
か
ら
箸
を
、「
お
茶
の
京
都
」
か
ら
お
茶

を
取
り
寄
せ
、
さ
ら
に
久
御
山
産
の
米
・
野

菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー

を
ふ
る
ま
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
20
日
㈷　

午
前
11
時
30
分
～

午
後
２
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

内
容
／
３
つ
の
京
都
を
１
つ
の
丼
で
味
わ
う

「
か
き
揚
げ
茶
漬
け
」
限
定
２
０
０
食
（
１
杯

１
０
０
円
）、
抹
茶
接
待
（
無
料
）、
子
ど
も

向
け
抹
茶
体
験(

無
料)　
問
合
せ
／
産
業
課

４
月
１
日
開
幕　

お
茶
の
京
都
博

さ
く
ら
茶
会

　

４
月
か
ら
１
年
か
け
て
展
開
さ
れ
る
「
お

茶
の
京
都
博
」
が
い
よ
い
よ
開
幕
。
そ
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
さ
く
ら
茶
会
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
お
花
見
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
４
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰　

午
前
10

時
～
午
後
４
時　

場
所
／
淀
川
河
川
公
園
背

割
堤
地
区
（
八
幡
市)　

内
容
／
野
点
、
特

設
お
茶
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
、
市
町
村
Ｐ
Ｒ
ブ

ー
ス
な
ど　

ア
ク
セ
ス
／
向
日
市
、
長
岡
京

市
、
大
山
崎
町
の
Ｊ
Ｒ
・
阪
急
の
主
要
駅
か

ら
無
料
「
か
ぐ
や
姫
・
さ
く
ら
周
遊
バ
ス
」

運
行
。
ま
た
、
京
阪
八
幡
市
駅
、
Ｊ
Ｒ
山
崎

駅
か
ら
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
利
用
で
き
ま
す　

お
茶
の
京
都
博
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
（
４

月
）／
▼
宇
治
川
さ
く
ら
ま
つ
り
（
宇
治
市
）

▼
京
田
辺
市
花
見
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１
７
（
京

田
辺
市)

▼
井
手
町
さ
く
ら
ま
つ
り
（
井
手

町)
▼
木
津
川
の
流
れ
橋
、
桜
づ
つ
み
、
浜

茶
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
ク
（
城
陽
市)

▼
南
山

城
村
さ
く
ら
ま
つ
り
（
南
山
城
村)

▼
笠
置

さ
く
ら
ま
つ
り
（
笠
置
町)

▼
地
域
が
元

気
！
さ
く
ら
福
祉
ま
つ
り
（
宇
治
田
原
町)

▼
道
の
駅
「
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ

村
」
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
お
茶
の
京
都
イ
ー
ス
ト
ゲ

ー
ト
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
」（
南

山
城
村)　

問
合
せ
／
お
茶

の
京
都
博
実
行
委
員
会
事
務

局(

京
都
府
企
画
理
事
付)

☎

０
７
５（
４
１
４
）４
５
２
９

さ
ま
ざ
ま
な
「
で
あ
い
」
お
届
け
し
ま
す 

　
さ
く
ら
で
あ
い
館
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

淀
川
河
川
公
園
背
割
堤
地
区
（
八
幡
市
）

に
、
淀
川
三
川
を
見
渡
せ
る
展
望
塔
の
あ
る

「
さ
く
ら
で
あ
い
館
」
が

３
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
す

る
の
に
合
わ
せ
、
25
日
㈯

・
26
日
㈰
に
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

淀
川
三
川
周
辺
の
お
い

し
い
も
の
や
、
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
な
ど
の

お
店
が
川
沿
い
に
軒
を
並
べ
る
三
川
マ
ル
シ

ェ
、
焼
き
竹
の
子
な
ど
季
節
の
味
を
楽
し
む

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
、
リ
バ
ー
ク

ル
ー
ズ
や
歴
史
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
盛

り
沢
山
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。
ツ
リ
ー
イ

ン
グ
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
体
験
で
き

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
か
ら
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も

利
用
で
き
ま
す
。
爽
や
か
な
早
春
の
一
日
、
様

々
な
“
で
あ
い
”
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
時
／
３
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰　

午
前
10

時
～
午
後
３
時　

場
所
／
淀
川
河
川
公
園
背

割
堤
地
区　

問
合
せ
／
淀
川
河
川
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
企
画
運
営
課
☎
０
６（
６
９
９
４
）

０
０
０
６　

※
事
前
申
込
が
必
要
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
淀
川

三
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.yodogaw

a-park.jp/
sansen/

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労

支
援
事
業
所
等
が
合
同
で
野

菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜

市
」
を
開
催
し
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
が
一
生
懸
命
育
て
た
新
鮮
な
野
菜

を
用
意
し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
11
日
㈯ 
午
前
11
時
～
午
後

催
し

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

2017 3 March
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nformation

３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催　

場
所

／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
商
品
／　

季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓
子
な
ど　

主
催
・
問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福

祉
室
☎
０
７
７
４（
２
１)

２
１
９
３

東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の
写
真
展

　

今
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
６

年
を
迎
え
、
来
月
14
日
に
は
熊
本
地
震
発
生

か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、

当
時
の
写
真
や
数
年
後
の
写
真
な
ど
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

期
間
／
３
月
６
日
㈪

～
17
日
㈮
。
土
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分　

場
所
／
役
場
１
階
ロ
ビ

ー　

問
合
せ
／
総
務
課

自
殺
予
防
啓
発 

講
演
会

～
つ
ら
さ
の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
～

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

　

町
で
は
、
心
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、

ど
う
や
っ
て
前
向
き
に
日
々
を
過
ご
し
て
い

く
か
、
ま
た
、
悩
ん
で
い
る
人
が
発
す
る

「
つ
ら
さ
」
の
サ
イ
ン
を
周
り
が
ど
う
キ
ャ

ッ
チ
す
る
か
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
・
ら
い
と
（
城

陽
市
）
相
談
支
援
事
業
所
リ
ー
フ
の
セ
ン
タ

ー
長 

渡
辺
明
夏
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

福
祉
事
業
関
係
や
教
育
関
係
者
、
一
般
の

関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
３
月
29
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か

ら　

場
所
／
役
場
議
会
棟
４
階
特
別
会
議
室　

入
場
料
／
無
料　

そ
の
他
／
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
を
希
望
の
人
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
３
月
７
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち

物
／
着
替
え
・
水
筒　

問

合
せ
／
各
保
育
所

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

そ
の
他
／
予

約
不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

小島慶子さん

　

自
ら
の
働
き
方
や
仕
事
と
家
庭
の
調
和
の

あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま

た
、
企
業
に
と
っ
て
は
人
材
確
保
と
い
っ
た

経
営
戦
略
の
一
つ
と
し
て
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
３
月
18
日
㈯
を
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
デ
ィ 

in 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
」
と
し
、
自
ら
の
働
き
方
や
、
仕
事
と

家
庭
の
調
和
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
企
業
経

営
者
や
住
民
・
従
業
員
向
け
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
自
ら
の
働

き
方
や
、
仕
事
と
家
庭
の
調
和
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

無
料
で
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
と
内
容
／
３
月
18
日
㈯

　

第
１
部　

午
前
10
時
か
ら　

　

�　

企
業
経
営
者
向
け
講
演
「
中
小
企
業
が

勝
ち
続
け
る
秘
訣
～
経
営
戦
略
と
し
て

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」　

講

師
：
ワ
ー

ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ

ン
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン

ト 

大
塚
万
紀
子
さ
ん

　

第
２
部　

午
後
２
時
か
ら

　

�　

住
民
・
従
業
員
向
け
講
演
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
～
男
性
も
女
性
も
、

自
由
に
な
ろ
う
～
」　

講
師
：
タ
レ
ン
ト
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト 

小
島
慶
子
さ
ん

■
場
所
／
役
場
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　

※　

当
日
、保
育
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
。

ご
希
望
の
場

合
、３
月
３
日

㈮
ま
で
に
総

務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

★

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
し

た
社
会
と
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や

充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責

任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活

な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高
年
期

と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な

生
き
方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
社
会
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」）

�

　

問
合
せ
／
総
務
課

仕
事
も
大
切
、
家
庭
も
大
切
な
あ
な
た
に

働
き
方
を
考
え
る
講
演
会　

３
月
18
日
㈯

　
　
　
　
　

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
デ
ィ 
in 
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

大塚万紀子さん
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（有料広告）

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
設
け
て
、
遊
び
や
学
習
、

ご
飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
の
応

援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か
ら
の
参

加
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

１
０
０
円　

申
込･

問
合
せ
／
町
母
子
寡

婦（
さ
つ
き
）会 

南
る
り
江

さ
ん
☎
０
７
７
４（
４
５)

０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９

時
）ク

ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
（
求
人
）
説
明
会
を
毎
月
第
3
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
の
参
加
事
業
所
は
、
㈱
山
城
倉

庫
（
倉
庫
業)

、
三
京
電
産
㈱
（
産
業
用
電

気
機
械
器
具
製
造
業
）、
フ
ジ
モ
ト
運
輸 

異
な
り
ま
す
。定
員
を
超
え
る
教
室
は
抽
選
）　

費
用
／
満
60
歳
以
上=

１
回
１
０
０
円
、
満

60
歳
未
満=

１
回
２
０
０
円　

申
込
・
問
合

せ
／
３
月
１
日
㈬
か
ら
同
ホ
ー
ル
へ

☆
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
紹
介

◆
膝
痛
ら
く
ら
く
体
操

　

マ
ッ
ト
の
上
で
膝
に
負
担
の

な
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

㈱
（
一
般
貨
物
運
輸
業
）、
㈲
明
進
サ
ー
ビ

ス
（
倉
庫
管
理
業
）、
京
都
パ
イ
ル
繊
維
工

業
㈱
（
繊
維
製
品
製
造
業
）
で
す
。

　

日
時
／
3
月
15
日
㈬　

午
後
2
時
～
4
時

(

受
付
は
3
時
30
分
ま
で)　

場
所
／
ク
ロ
ス

ピ
ア
く
み
や
ま
2
階　

問
合
せ
／
産
業
課

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参

し
、
セ
ン
タ
ー
へ(

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送

不
可)　

問
合
せ
／
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー(

宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
‐

８
） 

☎
０
７
７
４(

４
６)

０
６
８
８
、

０
７
８
０

第
３
回
終
い
支
度
セ
ミ
ナ
ー

　

日
時
／
３
月
６
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
会
議

室
１
号
・
２
号　

内
容
／
講
演
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
講
師
：
は
あ
と
メ

ー
ル　

日
本
交
流
分
析
協
会 

川
池
幸
代　

行
政
書
士
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
無
料
相
談
会

開
催　

申
込
・
問
合
せ
／
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談

と
も
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

町
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
在
住
で

〝
ち
ょ
こ
っ
と
”
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
み
た
い
人
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人
、
同
協
議
会
登
録
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室　

講
師
／

あ
そ
び
の
工
房 

も
く
も
く
屋
事
務
局
長 

田

川
雅
規
さ
ん　

内
容
／
お
隣
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
す
す
め
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／

３
月
10
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会
へ

い
き
い
き
ホ
ー
ル
の

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
全
14

種
類
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
目
的
に
合
わ

せ
て
、
様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
３
月
28
日
㈫
～
６
月
18
日
㈰　

毎

日
３
～
５
教
室
を
開
催　

対
象
／
町
内
在

住
、
40
歳
以
上
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人　

定
員
／
各
教
室
10
～
15
人
（
教
室
に
よ
っ
て

区分 水曜開催 金曜開催

３月 １日、８日、15
日、22日、29日

３日、10日、
17日、24日

４月 ５日、12日、
19日、26日

７日、14日、
21日、28日

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、夕
食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆう
ホール角の信号のある交差点を北へ
約30㍍。

城南地域職業訓練センター講座

講座名 受 付
開始日

期間
（曜日）

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等

パソコン講座
アクセス

３/14
㈫～

４/15～
６/ ３㈯

９：30～
12：00 7 20 17,500円

ワード初級 ３/16
㈭～

４/16～
５/21 ㈰

９：30～
12：00 6 20 15,000円

ワード初級 ３/20
㈷～

４/20 ～
５/11（月・木）

18：30～
21：00 6 20 15,000円

はじめての
ワード(入門）

３/17
㈮～

４/17 ～５/1
（月・水・金）

９：30～
15：30 6 15 15,000円

ビジネス英会
話（前期）

３/14
㈫～

４/15～
９/16 ㈯

９：30～
12：00 22 20 27,000 円

別途要教材費

このほかにも講座があります。お問い合わせください。
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nformation

を
実
施
し
膝
痛
の
予
防
を
し
ま
す
。
膝
に
痛

み
の
あ
る
人
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

柔
ら
か
い
大
き
な
ボ
ー
ル
の
上
に
乗
っ

て
、
バ
ラ
ン
ス
運
動
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
ほ
か
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
体
操
を

行
い
ま
す
。
普
段
使
わ
な
い
骨
盤
周
り
の
筋

肉
を
使
う
こ
と
で
、
腰
痛
の
予
防
に
も
効
果

的
で
す
。
ボ
ー
ル
の
上

で
遊
び
感
覚
で
体
を
動

か
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

　

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、「
平
成
28
年
度
第
３
回
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日
」
を
開
催
し
ま
す
。　

普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
人
も
、
こ
れ

を
機
会
に
健
康
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

ま
し
ょ
う
！　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
３
月
４
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
総
合
体
育
館　

対
象
／

住
民
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

※
幼
児
コ
ー
ナ
ー
・
保
育
ル
ー
ム
有　

内
容

／
本
気
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
卓
球
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
、
輪
投
げ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン　

持
ち
物
／
上
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

な
ど　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

総
会
と
井
手
町
ウ
ォ
ー
ク　

町
歩
こ
う
会

桜
と
山
吹
を
見
る
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

行
先
／
玉
川
堤
、
地
蔵
院
（
６
㎞)　

日

時
／
４
月
１
日
㈯ 

午
前
９
時
Ｊ
Ｒ
新
田
駅　

集
合
。
雨
天
の
場
合
は
４
日
㈫
に
順
延　

費

用
／
交
通
費
４
０
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、

飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
敷
物
、
ゴ
ミ
袋
な

ど　

申
込
・
問
合
せ
／
同

会
の
安
西
修
二
さ
ん
☎
０ 

７
７
４（
４
３
）６
０
３
２

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
教
室
（
春
）

　

日
時
／
４
月
７
日･

14
日･

21
日･

28
日
。

い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
後
７
時
45
分
～
９
時

45
分(

集
合
午
後
７
時
15
分)　

場
所
／
総
合

体
育
館　

参
加
資
格
／
オ
ー
プ
ン
。
先
着
20

人　

受
講
料
／
３
５
０
０
円
。
４
月
７
日
に

持
参
（
１
回
の
場
合
は
千
円
）　

申
込
・
問

合
せ
／
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
町
卓
球
協
会
事

務
局 

松
本
茂
樹
さ
ん
☎
０
９
０（
３
１ 

６
９
）７
７
５
２
へ

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集

　

現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る
７

月
20
日
か
ら
、
新
た
な
農
業
委
員
会
制
度
へ

移
行
す
る
た
め
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
と
資
格

　
【
農
業
委
員
】　

14
人

　

農
業
に
関
す
る
識
見
が
あ
り
、
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
等
の

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
な
ど

　
【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】　

６
人

　

農
地
等
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意

と
識
見
が
あ
る
人
な
ど　
【
地
区
内
訳
】
大

橋
辺
・
北
川
顔
・
藤
和
田
・
島
田
・
坊
之
池

・
中
島
か
ら
２
人
、
西
一
口
・
東
一
口
・
相

島
・
森
・
野
村
か
ら
２
人
、
佐
山
・
佐
古
・

林
・
市
田
、
田
井
・
下
津
屋
・
栄
か
ら
２
人

　

※
応
募･

推
薦
者
多
数
な
ど
必
要
と
認
め

る
場
合
は
、
選
考
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

■
任
期

　

平
成
29
年
７
月
20
日
～
平
成
32
年
７
月
19

日
（
３
年
間)

■
募
集
の
方
法

　

①
農
業
者
個
人
か
ら
の
推
薦
②
法
人
ま
た

は
団
体
か
ら
の
推
薦
③
自
身
で
の
応
募

　

推
せ
ん
・
応
募
用
紙
は
、
役
場
産
業
課
で

配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
推
薦
・
応
募
期
間

　

３
月
６
日
㈪
～
４
月
５
日
㈬

■
提
出･

問
合
せ
先

　

応
募
用
紙
等
に
記
入･

押
印
し
産
業
課
へ

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

■�

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
②
予
備
自
衛
官

補
（
一
般
・
技
能
）
③
幹
部
候
補
生
（
一

般
（
大
卒
程
度
・
院
卒
者
）・
歯
科
・
薬
剤
科
）

■�

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
一
般
：

18
歳
以
上
34
歳
未
満
、
技
能
：
18
歳
以

上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人(

資

格
に
よ
り
53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
）
③

一
般(
大
卒
程
度)=

22
歳
以
上
26
歳
未
満

(

20
歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒(

見
込
含
））、

修
士
課
程
修
了
者
等(

見
込
含)

は
28
歳

未
満
、
現
職
自
衛
官
は
28
歳
未
満
、
一

般
（
院
卒
者
）=

修
士
課
程
修
了
者
等(

見

込
含
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
、
歯
科=

専
門
の
大
卒(

見
込
含)

20
歳
以
上
30
歳
未

満
、
薬
剤
科=

20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
薬

学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

■�

受
付
期
間
／
①
年
間
を
通
じ
て
受
付
②
平

成
29
年
４
月
７
日
ま
で
③
平
成
29
年
３

月
１
日
～
５
月
５
日

■�

受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
71
‐
５ 

Ｓ
．
Ｃ 

Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
２
０
２
号
室
）
☎
０
７
７

４
（
４
４
）
７
１
３
９

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

参
画
団
体
を
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
５
月
14
日
開
催

の
第
22
回
「
ふ
れ
あ
い

福
祉
ま
つ
り
」
の
参
画

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
画
要
件
／
福
祉
当

事
者
等
関
係
団
体
、
福

祉
関
係
施
設
、
病
院
、

事
業
所
な
ど
。
町
内
外
は
問
わ
な
い
が
町
内

で
地
域
福
祉
、
地
域
医
療
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
団
体
。
そ
の
他
詳
細
は
同
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を　

申
込
・
問
合
せ
／
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
３
月
10
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会

へ
。
期
限
厳
守

★
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

　

日
時
／
５
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場
、
中
央

公
民
館
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー　

内
容
／
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
健
康
コ
ー

ナ
ー
な
ど

募
集

昨年のふれあい福祉まつり
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町
文
化
サ
ー
ク
ル
の
加
盟
団
体
募
集

　

町
内
で
は
多
く
の
人
が
、
習
字
や
絵
画
、

陶
芸
な
ど
様
々
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
町
文
化
サ
ー
ク
ル
」
に
加
盟
す

る
と
、
活
動
場
所
と
し
て
中
央
公
民
館
を
無

料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
や
文
化
祭
で
の

発
表
な
ど
を
通
し
て
、
町
の
文
化
の
推
進･

振
興
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
町
文
化
サ
ー
ク

ル
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
団
体
は
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
団
体
で
す
。

　

①
中
央
公
民
館
で
定
期
的
な
活
動
を
す
る

団
体
②
会
員
は
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除

く
）
③
10
人
以
上
で
構
成
し
、
う
ち
過
半
数

が
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
④
代
表
者
が
久
御

山
町
在
住
⑤
サ
ー
ク
ル
員
及
び
講
師
、
活
動

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
都
度
、
町
文
化

サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
へ
報
告
す
る
こ
と
⑥

特
定
の
業
者
及
び
講
師
の
営
利
を
目
的
と
し

な
い
こ
と
⑦
同
連
絡
協
議
会
の
決
定
及
び
行

事
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
す

る
こ
と

　

申
込
・
問
合
せ
／
３
月
10

日
㈮
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

団
体
登
録
の
受
付

　

平
成
29
年
度
の
団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。
希
望
団
体
・
チ
ー
ム
は
５
月
１
日
㈪
ま

で
に
町
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

登
録
対
象
／
町
内
団
体 

18
歳
以
上
の
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
４
人
以
上
の
団
体

町
外
団
体 

連
盟
の
運
営
目
的
に
賛
同
で
き

=

　

縦
覧
場
所
／
都
市
整
備
課　

意
見
書
の

提
出
期
間
／
３
月
１
日
㈬
～
３
月
22
日
㈬　

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ

る
人
が
社
会
的
な
活
動

を
す
る
一
助
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　

利
用
券
は
、
町
と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、
下

肢
、
体
幹
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
ま
た
は
直
腸
、
肝
臓
）
１
級
～
３
級
の

人
ま
た
は
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

交
付
期

間
／
３
月
27
日
㈪
か
ら　

申
請
・
問
合
せ
／

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
・
印
鑑

を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

軽
自
動
車
等
の
廃
車
申
請
は
お
早
め
に

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
四
輪
等
の

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を

廃
車
し
た
り
、
譲
渡
す
る
人
は
、
４
月
１
日

ま
で
に
次
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
４
月
２
日
以
降
の
場
合
、
平

成
29
年
度
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
窓
口
】

▼�

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
…

役
場
税
務
課=

印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

る
団
体(

中
高
生
は
除
く)　

年
会
費
／
１
チ

ー
ム
２
千
円
（
１
団
体
複
数
チ
ー
ム
の
登
録

が
可
能
。
登
録
数
に
応
じ
て
会
員
価
格
で
大

会
等
に
参
加
可
） 　

登
録
期
間
／
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で　

問
合
せ
／
町
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長 

岸
均
さ
ん
☎
０
９
０ 

（
８
８
２
０
）６
８
６
３

町
臨
時
職
員
の
募
集

　

町
で
は
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
継

続
の
可
能
性
あ
り
）　

職
種
・
条
件
等
／
左
表

東
一
口
東
島
・
モ
タ
レ
地
区

地
区
計
画
の
決
定（
原
案
）の
公
告
・
縦
覧

　

久
御
山
町
東
一
口
東
島
・
モ
タ
レ
地
区
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画

の
決
定
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
地
区
計
画

の
原
案
を
次
の
と
お
り
公
告
・
縦
覧
し
ま
す
。

　

公
告
日
／
３
月
１
日
㈬　

縦
覧
期
間
／
３

月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈬=

閉
庁
日
を
除
く

お
し
ら
せ

職種 免許
資格 勤務時間等 賃金 勤務

場所
募集
人員

申込・
問合せ

保育士 保育士
資格

月～金曜日（土曜
日シフト）。午前８
時30分～午後５時。 時給

1,000円

御牧・佐山・
宮ノ後の
各保育所

各保育所
若干名

子育て
支援課

上記以外にも早朝・
夕方・代替など募集

幼稚園教諭 幼稚園
教諭免許

月～金曜日。午前８
時30分～午後５時。

時給
1,000円

御牧・佐山・
東角の
各幼稚園

各 幼 稚
園
若干名

調理補助員 調理師
免許

①月～金曜日（土
曜日シフト)。午前
８時30分～午後５
時（嘱託員への登
用可能性あり）②
午前８時30分～正
午（免許不問）

時給
850円

宮ノ後
保育所 各１人 宮ノ後

保育所

調理補助員
（代替） 不問

月～金曜日。午前
８時30分～午後５
時（週１、２回勤
務）

時給
850円
基本給
5,000円

佐山
保育所 １人 佐山

保育所

仲よし学級
(学童保育）
①常勤指導員
②代替指導員

①は教員
免許また
は保育士
資格

月～金曜日は①は
午後１時30分～６
時②は午後２時～６
時、土曜日・長期休
業期間は①②とも
午前８時～午後５時

時給
1,000円
②は基本給
別途
5,000円

御牧・佐山
・東角の各
仲よし学級

若干名 社会
教育課

年齢要件は全職種18歳以上です。

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※　バーコードの印字がない納付書は使用できません。



19 まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成29年3月1日

nformation

ト
を
持
参

▼�

軽
四
輪
…
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事

務
所
（
京
都
運
輸
支
局
内
）
☎
０
５

０
（
３
８
１
６
）
１
８
４
４

▼�
二
輪
の
小
型
自
動
車
…
京
都
運
輸
支
局
☎

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
６
１

　

�

問
合
せ
／
税
務
課

公
共
料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
は
、
担
当
課
窓
口
で
簡
単
に
登

録
が
で
き
ま
す
。
金
融
機
関
で
の
手
続
き
も

届
出
印
も
不
要
な
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ

ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
で
き
る
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京

都
信
用
金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行　

対
象
税
金･

料
金･

問
合
せ
（
担

当
課
）／
▼
町
税
（
国
民
健
康
保
険
税
以
外
）

…
税
務
課
▼
国
民
健
康
保
険
税
…
国
保
健
康

課
、
税
務
課
▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…

国
保
健
康
課
▼
介
護
保
険
料
…
住
民
福
祉
課

▼
上
下
水
道
料
金
…
上
下
水
道
課
▼
保
育
所

･

幼
稚
園
保
育
料
…
子
育
て
支
援
課

ゆ
う
ホ
ー
ル
に
３
月
１
日
オ
ー
プ
ン

喫
茶
店
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
」

　

ゆ
う
ホ
ー
ル
に
は
、

利
用
者
の
憩
い
の
場
と

し
て
１
階
ロ
ビ
ー
横
に

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。
昨
年
５
月

か
ら
営
業
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
１
日
か
ら

新
た
な
喫
茶
店
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ

Ｆ
Ｅ
Ｅ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
飲
み

物
や
、
丹
波
牛
を
使
っ
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼

な
ど
の
ラ
ン
チ
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
気
楽
に

く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

営
業
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分　

定
休
日
／
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日)

、
ゆ
う
ホ
ー
ル
休
館
時

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

町
共
同
募
金
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
取
り
組
ん
だ
、
昨

年
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
運
動
で
は
、
自
治
会
や
企
業
の
皆
さ

ん
か
ら
次
の
と
お
り
多
く
の
募
金
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
赤
い
羽
根
共
同
募
金
総
額

　

２
６
０
万
７
１
８
２
円

☆
歳
末
会
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
総
額

　

１
３
６
万
２
８
３
８
円

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
総
額
の
８
割

が
、
地
域
福
祉
活
動
と
し
て
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
、
障
害
者
の
各
種
事
業
や
、
小
・
中

学
校
、
高
等
学
校
で
の
福
祉
教
育
の
一
環
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
末
募
金
は
、
温
か
い
年
末
年
始
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
お
せ
ち
料
理
や
、
防

水
シ
ー
ツ
な
ど
を
お
贈
り
す
る
と
と
も
に
、

地
域
で
子
育
て
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
さ
れ
る

グ
ル
ー
プ
や
地
域
福
祉
会
へ
の
事
業
補
助
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
３
月
14
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
３
月
14
日
㈫
、
28
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
～
金
曜
日(

祝
日
を
除
く)　

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

場
所
／
教
育
相
談

室(

ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
電
話
で
教
育
相
談

室
へ
予
約
を
☎
０
７
７
４（
４
６)

５
６
４
０

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

　

※
４
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
変
更
し
ま
す

相
談

怖
い
！　

天
ぷ
ら
油
等
「
こ
ん
ろ
」
の 

消
し
忘
れ
火
災

　

平
成
27
年
中
の

全
国
の
「
こ
ん
ろ
」

が
出
火
原
因
に
よ

る
火
災
は
３
４
９ 

７
件
で
、
全
火
災
３
万
９
１
１
１
件
の
8.9
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
、
建
物
火
災
は
２
万
２
１
９
７
件

で
、
出
火
原
因
は
、「
こ
ん
ろ
」
に
よ
る
も
の

が
、
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ん
ろ
」
を
出
火
原
因
と
す
る
火

災
で
は
、
消
し
忘
れ
に
よ
る
も
の
が
52
・
２

％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
ろ
」
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
日

頃
か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
で
実
践
「
こ
ん
ろ
」
火
災
防
止
の

　

ポ
イ
ン
ト
！

　

①
天
ぷ
ら
な
べ
を
火
に
か
け
た
ら
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
②
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
③
天
ぷ
ら

油
は
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
④
こ
ん
ろ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
。
⑤
加
熱
防
止
装
置
の
付
い
た

調
理
器
具
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
⑥
万
が
一
の

と
き
に
備
え
て
、
消
火
器
を
用
意
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
慌
て
て
水

を
か
け
た
り
、
野
菜
を
投
げ
入
れ
る
な

ど
は
厳
禁
で
す
。
消
火
方
法
を
誤
る
と
被
害

を
一
層
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

消
火
器
で
安
全
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

�

問
合
せ
／
消
防
本
部

！
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【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た
り
、

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み
に
、
相

談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
３
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】(
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
３
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
３
月
２
日

㈭
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な(

で
き
な
い)

人

に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
３
月
23
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
３
月
９
日
㈭
、
23
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
禁
じ
ら
れ
た

遊
び
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
３
月
16
日
㈭ 

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り　

定
員
／
30
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
３
月
18
日
㈯ 

午
前
10
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。
た
だ
し
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
身
近
な
材
料
で
科
学
実
験
を
し
ま
す　

定
員
／
10
組

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
３
月
25
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁

を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま

す　

定
員
／
20
人

お
出
か
け
星
の
観
察
会

　

日
時
／
３
月
25
日
㈯　

午
後
５
時
30
分
～

10
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／

京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台
へ
行
き
、
観
覧

会
に
参
加　

定
員
／
20
人

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

　
　

�　

申
込
は
３
月
２
日
㈭ 

午
前
９
時
〜

８
日
㈬ 

午
後
９
時
ま
で

　
　
【
休
館
日
】�

毎
週
月
曜
日
。
20
日
㈷
は

開
館
、
21
日
㈫
は
休
館

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
３
月
８
日
㈬
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口(

午
前
９
時
～
午
後
９
時)

へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無

料
で
す
。

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
３
月
４
日
㈯ 

午
後
６
時
30
分
～

７
時
30
分
。
受
付
は
当
日
終
了
時
間
の
30
分

前
ま
で
。
雨
天
・
曇
天
は
中
止　

対
象
／
星

空
に
興
味
の
あ
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴　

内
容
／
月
と
冬
の
星
を
観
察

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
３
月
５
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加

可
）　

内
容
／
漢
字
学
習

と
書
写
教
室
を
同
時
並
行

開
催　

定
員
／
20
人

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
３
月
８
日
㈬
、
22
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な
ど
を
楽

し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代
だ
け

必
要漢

字
出
直
し
塾

　

日
時
／
３
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
３
月
11
日
㈯ 

①
午
前
９
時
～
正

午
、
12
日
㈰ 

②
午
前
９
時
～
正
午 

③
午
後

２
時
～
５
時
。
①
～
③
か
ら
選
択　

対
象
／

町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容
／
杉
板
で
状
差

し
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各
10
人　

費
用
／

２
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
３
月
15
日
㈬ 
午
後
１
時
30
分
～

３
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し
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申
込
は
３
月
２
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
３
月
７
日
㈫
・
23
日
㈭=

午
後
７

時
～
７
時
40
分
、
３
月
12
日
㈰
・
26
日
㈰=

午
前
10
時
～
10
時
40
分
。
※
い
ず
れ
か
一
日

選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を

除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
機
器
を
利
用
す
る
た

め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
先

着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
。
講
習
会
受
講

済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要　

そ
の
他
／
顔
写

真(

2.5
㎝
×
２
㎝)

１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
３
月
11
日
㈯ 

午

前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

の
人　

種
目
／
小
学
生
用
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
を
無
料
開
放
。
申
込
不
要
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い

や
さ
し
い
健
康
体
操
教
室(

前
期)

　

日
時
／
４
月
11
日
・
25
日
・
５
月
９
日
・

23
日
・
６
月
13
日
・
27
日
・
７
月
11
日
・
25

総
合
体
育
館
の
催
し

民
生
児
童
委
員
協
議
会

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
３
月
10
日
㈮
、
24

日
㈮　

い
ず
れ
も
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
３
月
12
日
㈰ 

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時

親
子
で
テ
ラ
ピ
ー
＆
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

日
時
／
３
月
14
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

参
加
費
／
１
家
族
３
０
０
円　

定
員
／
15
組

３
月
の
誕
生
会

　

３
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。
写
真
入
り
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
３
月
21
日
㈫
ま
で
に

来
館
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

日
時
／
３
月
23
日
㈭ 

午
前

11
時
30
分
か
ら

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の

会
」
の
皆
さ
ん
と
「
い
ち
じ
く
お
に
ぎ
り
」

を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円　

定
員
／

10
組

日
。
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
８
回
コ
ー
ス
。
午

前
９
時
15
分
～
10
時
15
分　

対
象
／
お
お
む

ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
誰
で
も
気
軽
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
易
し
い
体
操
。
小

さ
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も　

講
師
／
本
田
宜
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
20
人　

費

用
／
３
２
０
０
円

　
　
　

申
込
は
３
月
２
日
㈭　

午
前
９
時
～
。

　
　

�

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

国
際
交
流
教
室

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
お
菓
子
作
り
と
文
化

を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
12
日
㈰ 
午
後
１
時
30
分
〜

３
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者(

小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴)　

講
師
／
町
外
国
語
指
導
助

手　

定
員
／
10
人　

費
用
／
５
０
０
円　

持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

牛
乳
パ
ッ
ク
や
紙
芯
な

ど
を
利
用
し
て
正
座
イ
ス

を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
27
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

講
師
／
長
谷
川
寿
美
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
３
０
０
円

中
央
公
民
館
の
催
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

大
正
琴
の
体
験
講
座
で
す
。

　

日
時
／
４
月
１
日
㈯
、
15
日
㈯ 

午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分
。
１
回
だ
け
の
参
加
可　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学(

小

学
４
年
生
以
上)

の
人　

講
師
／
鈴
木
琴
翠

藤
さ
ん
と
指
導
有
資
格
者　

定
員
／
15
人　

費
用
／
１
回
５
０
０
円　

持
ち
物
／
大
正

琴
（
貸
出
可)

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

出
演
者
募
集

　

福
祉
ま
つ
り
と
同
時

開
催
の｢

音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル｣

の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
14
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場
所
／
中
央
公
民

館
玄
関
前
（
屋
外
）　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
、
在
学
の
人　

定
員
／
８
団
体　

そ
の
他
／
カ
ラ
オ
ケ
を
除
き
ま
す
。
新
規
出

演
希
望
者
は
、
デ
モ
テ
ー
プ
を
提
出　

申
込

・
問
合
せ
／
３
月
14
日
㈫
ま
で
に
中
央
公
民

館
へ

　
【
休
館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
、
祝
日

あ
そ
び
の
広
場

　
「
ひ
な
ま
つ
り
の
つ
ど
い
」

　

日
時
／
３
月
２
日
㈭　

午
前

10
時
～
11
時
30
分　

共
催
／
町

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し
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PART
12

すくすく
子育て★

５歳児の成長ポイント

保健予防のコーナー

会場は、保健センターです (※はあいあいホール )です。母子健康手帳をお持ちの人は、必
ずご持参ください。� 問合せ／子育て支援課

3月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

パパ＆ママ教室
（第２回） 2日㈭ 午後1時～　

1時15分 妊婦と家族 プレママ体操・栄養の話等

※子育て相談
（あいあいホール
出張相談）

6日㈪
13日㈪
27日㈪

午前9時～　
午後4時30分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

※乳幼児相談 9日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

３～４か月児
健診 14日㈫ 午後1時20分

～1時40分
平成28年11月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導、ブックスタート

10か月児健診 15日㈬ 午後1時20分
～1時50分

平成28年4月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

１歳８か月児
健診 17日㈮ 午後1時20分

～1時40分
平成27年6月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

３歳児健診 24日㈮ 午後1時20分
～2時

平成25年8月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

1歳8か月児健診（2月17日）で
見つけたかわいい笑顔です。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち

で
心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ

■
「
間
」
の
世
界
が
分
か
る

　

４
歳
頃
の
子
ど
も
は
、「
大

ー
小
」
だ
け
で
な
く
、「
ち
ょ

っ
と
大
き
い
」「
ち
ょ
っ
と
小

さ
い
」
と
い
っ
た
比
較
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
５
歳
頃
に
な

る
と
、
そ
の
力
は
更
に
進
み
、「
大
ー
中
ー
小
」
の
比

較
や
、「
だ
ん
だ
ん
…
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
力
が
土
台
と
な
り
、
時
間
の
「
真
ん
中
」
や
、

意
味
を
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
イ
マ
」
が

「
マ
エ
」
と
「
ア
ト
」
の
間
に
位
置
づ
く
も
の
、
ま

た
、「
昨
日
ー
今
日
ー
明
日
」
の
捉
え
方
か
ら
「
あ
と

い
く
つ
寝
た
ら
（“
だ
ん
だ
ん
”
と
こ
の
日
が
近
づ
い

て
き
た
）」
や
「
昨
日
の
前
の
日
」
と
い
う
理
解
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
友
達
と
の
つ
な
が
り
も
色
濃
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
協
力
し
合
え
る
友
達
関
係
だ
か
ら

こ
そ
、「
ボ
ク
は
○
○
だ
」「
ワ
タ
シ
は
△
△
だ
も
ん
」

と
、
お
互
い
の
思
い
を
ぶ
つ
け
合
い
、「
こ
う
し
た
い

…
」
と
い
う
理
想
に
向
か
っ
て
一
緒
に
考
え
合
い
、
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
関
係
が
で
き
る

と
、
友
達
の
好
き
な
こ
と
・
得
意
不
得
意
を
理
解
し
始

め
、
友
達
の
「
で
き
な
い
」
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
そ

の
部
分
を
補
っ
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
、「
相
手
の
視
点
」
を
考
え
、
友
達
が
で
き
て
い
る

こ
と
を
褒
め
共
感
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
は
、
自
分
が
お
手
本
に
な
っ
て
見
せ
た
り
、

他
の
友
達
の
や
り
方
を
見
て
参
考
に
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
よ
う
に
も
な
り
、
自
分
と
相
手
と
い
う
二
者
の
関

係
の
「
間
」
に
第
三
者
や
モ
ノ
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
力
と
い
え

ま
す
。

■
頭
の
中
で
考
え
る

　

５
歳
を
迎
え
る
頃
ま
で
の
子
ど
も
は
、
何
か
を
考
え

る
と
き
に
は
、
言
葉
を
口
に
出
し
て
し
ゃ
べ
り
な
が
ら

考
え
を
巡
ら
せ
て
い
き
ま
す
。
更
に
成
長
す
る
と
、
言

葉
を
口
に
し
な
く
て
も
、
頭
の
中
で
言
葉
を
使
う
こ
と

が
で
き
始
め
、
こ
の
部
分
が
育
つ
と
、
黙
っ
て
い
て
も

物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
更

に
、
頭
の
中
で
言
葉
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
自
分

の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
も
つ
き
、
こ
れ
は
自

制
心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
力
を
育
む
た
め
に
は
、
子
ど
も
と
の
丁
寧
な
会

話
を
大
事
に
し
た
い
も
の
で
す
。
し
っ
か
り
子
ど
も
の

気
持
ち
に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
自
身
に
表
現
さ
せ
る
こ

と
、
つ
ま
り
、
子
ど
も
の
要
求
を
先
取
り
し
な
い
こ
と

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
質
問
し
な
が
ら
子
ど

も
の
言
い
た
い
こ
と
を
理
解

し
た
上
で
、
そ
れ
を
き
れ
い

な
言
葉
に
整
理
し
て
返
し
た

り
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
大

人
が
共
感
し
て
、「
も
っ
と
話

し
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な

雰
囲
気
を
作
る
こ
と
を
心
が

け
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ

う
。

　

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン

を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
込
不

要
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
・
内
容
／
３
月
３
日
㈮　

午

前
11
時
～
午
後
２
時
＝
料
理
作
り
、

17
日
㈮　

正
午
～
午

後
３
時
＝
カ
ラ
オ
ケ

や
ゲ
ー
ム　

場
所
／

中
央
公
民
館　

問
合

せ
／
住
民
福
祉
課
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体
制
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
救
急
外
来
が

混
み
合
い
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
症
患

者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
時
間
外
診
療
と
な

り
、
余
計
な
費
用
が
発
生
し
、
医
療
費
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
夜
間
や
休
日
の
診
療

は
症
状
に
応
じ
て
判
断
し
、
や
む
を
得
な
い

場
合
に
限
り
ま
し
ょ
う
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決
め
、
体
の

不
調
を
感
じ
た
と
き
な
ど
は
、
早
め
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

◆
症
状
に
応
じ
て
適
切
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

救
急
外
来
は
本
来
、
重
症
患
者
の
受
け
入

れ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
日
中
病
院
に

行
く
と
長
く
待
た
さ
れ
る
」、「
日
中
は
用
事

が
あ
る
」
な
ど
の
理
由
で
、
夜
間
や
休
日
に

受
診
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
病
院
の

救
急
外
来
は
少
数
の
重
症
患
者
の
対
処
に
特

化
し
て
お
り
、
多
数
の
患
者
を
診
療
で
き
る

　

町
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て

い
る
人
の
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
増
え
続
け
る
と
、
国
保
財
政
を
圧
迫

し
、
財
源
で
あ
る
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
つ

な
が
り
、
加
入
者
の
負
担
が
ま
す
ま
す
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
健
康
に
注
意
し
、
疾
病
予
防

に
努
め
る
な
ど
、
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◆
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

日
常
的
な
診
察
や
健
康
管
理
等
を
行
っ
て

く
れ
る
身
近
な
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
を
、

　

た
だ
し
、「
無
理
し
て
我
慢
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
必
要
な
人

が
必
要
な
時
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
症
状
に
応
じ
て
病
院
と
診
療
所
（
か
か

り
つ
け
医
）
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

■
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

小
児
救
急
電
話
相
談

　

子
ど
も
に
急
な
症
状
の
変
化
が
あ
り
、
判

断
が
難
し
い
と
き
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
全
国
統
一
番
号
の
#

８
０
０
０
に
電
話
す
る
と
、
京
都
府
内
の
病
院

の
小
児
科
医
師
が
電
話
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
時
間
／
年
中
無
休　

午
後
７
時
～
翌

朝
８
時
（
土
曜
日
は
午
後
３
時
～
翌
朝
８
時
）

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

出
張 

が
ん
個
別
相
談
会

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」

「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
、
が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。
無
料
で
す
。

　

日
時
／
３
月
14
日
㈫ 

午
後
１
時
～
３
時
30

分　

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
（
山
城

広
域
振
興
局
宇
治
総
合
庁
舎
内
）　

相
談
員
／

同
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師　
　

予
約
／
実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）　　

０
１
２
０

（
０
７
８
）３
９
４
へ　

※
同
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
及
び
対
面
相
談
を
月
～
金
曜
日（
祝
日

・
年
末
年
始
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
12
時
、

午
後
１
時
～
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

か
ら
段
階
的
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、

後
日
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
決
定
通
知
は
、
75
歳
の
誕
生
日

か
ら
１
～
２
か
月
後
に
送
付
し
ま
す
。
そ
の

後
は
、
毎
年
７
月
中
旬
頃
に
自
宅
へ
送
付
し

ま
す
。

■
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
い

方
法
は
、
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

（
特
別
徴
収
）と
納
付
書
や
口
座
振
替
で

の
お
支
払
い（
普
通
徴
収
）が
あ
り
ま
す
。
個

人
に
よ
っ
て
支
払
い
方
法
が
違
い
、
支
払
い

方
法
は
毎
年
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

な
い
か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は
京
都
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課
☎
０
７
５

（
３
４
４
）１
２
１
９

　

全
て
の
被
保
険
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
所
得
割
額
（
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
か
か
る
金
額
）
と
均
等
割
額

（
被
保
険
者
全
員
に
均
一
に
か
か
る
金
額
）

の
合
計
額
と
な
り
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り

に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
の
低
い
人
や
、
こ
れ
ま
で
会
社
の
健

康
保
険
や
共
済
組
合
の
被
扶
養
者
と
し
て
保

険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た
人
は
、
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
（
自
動
的
に
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。
な
お
、

軽
減
措
置
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
、
世
代
間
・
世
代
内
の

負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度

期
高
齢
者
医
療
と
は
、
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
制
度

で
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
全
て
の
人
が
加
入

し
ま
す
（
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

は
一
部
対
象
と
な
り
ま
す
。
生
活
保
護
の
人
は

対
象
外
で
す
）。

　

こ
の
制
度
は
、
京
都
府
内
の
全
て
の
市
町

村
が
加
入
す
る
「
京

都
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
」
が
運

営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険
者
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
各
種
届
け
出
な
ど
は
お
住
ま

い
の
市
町
村
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

■
被
保
険
者
証

　

75
歳
の
誕
生
日
の
２
～
３
週
間
前
に
自
宅

へ
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
は
毎
年
、
有
効
期

限
の
２
～
３
週
間
前
に
送
付
し
ま
す
。

■
保
険
料

疾
病
予
防
で
医
療
費
の
節
約
を

後
期
高
齢
者
医
療
は
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
対
象

後
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平成29年1月15日から2月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

地
区
名
　
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

北
川
顔　

谷
本　

旭
洋
・
谷
本　

実
咲

島　

田　

景
山　

拓
也
・
景
山
絵
理
彩

　

林　
　

奥
村　

悠
矢
・
奥
村　
　

萌

　

〃　
　

久
保　

裕
介
・
久
保　

吉
野

　

〃　
　

元
木　
　

士
・
元
木　

結
麻

　

栄　
　

保
坂　

貴
洋
・
保
坂
恵
里
奈

地
区
名	

　
出
生
児	

　
父
・
母

　

林　

	

小
川　

瑞み
ず
き喜　

竜
司
・
久
美
子

　

〃　

	

中
川　

真ま

な菜　

昭
太
・
若
菜

　

〃　

	

藤
原　

優ゆ

き希　

孝
光
・
智
子

田　

井	

伊
澤　

彩あ
や
と翔　

彰
浩
・
祐
佳

　

〃　

	

成
田　

琴こ
と
ね音　

有
彌
・
佳
代

　

栄　

	

長
谷
川　

璃る
り　
　

遼
・
望
美

生
誕
お ご

結
婚

　節分前日の２月２日、あいあいホールで「あそびの広場」
が開催され、24組55人の親子が、鬼の面づくりなどを楽し
みました。町民生児童委員協議会と同ホールの共催で実施
したもので、「あそびの広場」は 、季節の伝統的な行事を伝
えていこうと、七夕やお月見など年に６回開催しています。
　この日は、節分の由来などの話を聞いた後、色紙や画用紙
で赤鬼や青鬼の面を親子合作。その後、鬼にふんした民生児
童委員が登場すると、みんなびっくり。泣き出す子どももい
ましたが、「鬼は〜外」と大きな声で追っ払っていました。

みんなで「鬼は〜外」　 あそびの広場  

　２月３日、玉田神社（森）で節分祭が行われ、御牧幼稚園
の園児たちが豆まきをして、鬼の退散に一役買いました。
　神社総代や奉賛会の人々が集まり、野口重典宮司の祝詞
奏上など神事の後、豆まきが行われました。
　園児達は、野口宮司から「今日は節分です。怖い鬼が出
てくるから、鬼の嫌いな豆をぶつけて退治してください」
と、励まされた後、境内に現れた赤鬼に向かって「鬼は〜
外」と大きな声で豆を投げると、いたたまれなくなった鬼
は早々に退散していきました。

園児たち、鬼退散に一役　 玉田神社節分祭 

元気よく豆を投げ、鬼を追っ払う園児たち

鬼
の
登
場
に
び
っ
く
り
し
た
り
喜
ん
だ
り

　２月２日、佐山小学校に同校区青少年健全育成協議会と
佐古老人クラブ、学校運営協議会から17人が来校し、１年
生46人と昔遊びで交流しました。
　各教室と体育館に分かれて、あやとりや羽根つき、こま
回し、竹とんぼなど９種類の遊びを伝援。初めは上手にで
きなかった児童も、教えてもらううちに徐々にできるよう
になり、体をいっぱい動かして楽しそうに交流を深めてい
ました。最後に児童は「楽しかったです。ありがとうござ
いました」とお礼の気持ちを伝えていました。

地域の人と世代を超えて交流　 佐山小で昔遊び 

あやとりで楽しく交流
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わがやの
2
人
の
笑
顔
が
幸
せ
を
く
れ
ま
す
。
た
く
さ

ん
笑
っ
て
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
。

櫛
下
町
　
唯ゆ
い
か花

・
倖こ
う
た太

ち
ゃ
ん

（
５
歳･

１
歳
４
か
月
）

　行政や企業など様々な団体が参加し、河川美化や水辺の
環境保全を目的とした「木津川流域クリーン大作戦」が、
２月12日、南山城村から八幡市にかけての木津川流域12
か所で一斉に行われました。
　久御山町内では、流れ橋右岸と木津川河川敷運動広場の
２か所で合わせて71人が参加。真冬の空気が冷たい中、午
前９時からの約１時間の活動で、ごみ袋24袋とブラウン管
などの粗大ごみが集められました。

木津川流域で一斉清掃　 クリーン大作戦 

　１月22日、久御山ファミリーシアターが、京都フィルハ
ーモニー室内合奏団を招いて中央公民館で開催され、220
人が来場しました。
　同合奏団は、弦楽器や打楽器などで構成され、子どもか
ら大人まで楽しめる合奏団として活動されています。この
日は、「ポルカ 観光列車」、「口笛吹きの少年と子犬」などを
演奏。結成20周年を迎えた公民館のジュニアコーラスも登
壇し、「ふるさと」や「365日の紙飛行機」などで共演し、
ホールに美しい音色と力強い歌声を響かせていました。

京フィルとジュニアコーラス共演　 ファミリーシアター ジ
ュニ
ア
コ
ー
ラ
ス
と
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

室
内
合
奏
団
が
共
演

流
れ
橋
右
岸
に
集
ま
っ
た
参
加
者

　御牧 ･東角各小学校で、１月27日、町社会福祉協議会主
催の福祉ボランティアに関する学習が行われ、生まれつき
全盲の長澤静代さん（東一口）が来校し、両校の４年生児
童に講話をしました。
　長澤さんは、「普段の日常生活は、時間はかかるけどみん
なと一緒。テレビも耳で聞いて画面に映っているものを想
像している。困ることは郵便物」などと話し、児童は真剣
な表情で聴いていました。点字付きトランプや歩行時に使
用する白杖などを紹介した後、専用の器具で点字の手打ち
を体験しました。

講話や点字体験で障害を学ぶ　 東角小学校 

長澤さん（右端）から点字を学ぶ児童

に
こ
に
こ
な
っ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
自
分
か

ら
「
タ
ッ
チ
」
!!　

み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て

く
れ
ま
す
。

今
村
　
奈な
つ津

ち
ゃ
ん
（
１
歳
５
か
月
）

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
ほ
っ
ぺ
。
毎
日
、

癒
や
し
を
あ
り
が
と
う
。

井
ノ
元
　
永と
あ愛

ち
ゃ
ん
（
１
歳
５
か
月
）

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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補
助
金
で
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
ま
せ
ん
か

し尿 くみ漏れの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

３月10日㈮
４月３日㈪

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

３月13日㈪
４月４日㈫

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

　

町
で
は
、
防
災
対
策
や
環
境
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
雨
水

貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）
設
置
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
タ
ン
ク
は
、
浸
水
被
害
を
抑
制
す
る
だ
け
で
な
く
、

貯
め
た
雨
水
は
断
水
時
の
水
資
源
と
し
て
、
ま
た
、
普
段
は

庭
の
水
や
り
や
花
木
の
散
水
に
活
用
で
き
、
省
エ
ネ
に
も
有

効
で
す
。
こ
の
機
会
に
補
助
金
を
活
用
し
て
、
雨
水
タ
ン
ク

を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

■�
対
象
者
／
▼
町
内
に
所
有
ま
た
は
占
有
す
る
建
物
に
雨
水

タ
ン
ク
を
新
た
に
設
置
す
る
人
（
事
業
所
の
申
請
も
可

能
）
▼
町
税
の
滞
納
が
無
い
人

■�

補
助
金
の
対
象
設
備
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

▼
一
般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
貯
留
容
量
が
１
０
０
リ
ッ
ト

ル
以
上
で
密
閉
式
の
も
の
▼
新
た
に
購
入
し
設
置
す
る
も

の
▼
展
示
ま
た
は
販
売

（
建
物
と
一
体
的
に
販

売
す
る
場
合
を
含
む
）

の
用
に
供
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
な
い
こ
と

■�

注
意
／
▼
購
入
前
に
、
必
ず
環
境
保
全
課
で
施
設
設
置
の

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
▼
補
助
対
象
と
な
る
雨
水
タ
ン
ク

の
基
数
は
、
１
建
物
に
つ
き
１
基
、
ま
た
、
同
一
申
請

者
か
ら
は
１
年
度
に
１
基
だ
け

■�

補
助
対
象
経
費
／
雨
水
タ
ン
ク
本
体
と
雨
ど
い
か
ら
の
分

岐
接
続
に
必
要
な
付
属
備
品
の
購
入
に
要
す
る
費
用

■�

補
助
金
額
／
前
記
の
補
助
対
象
経
費
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）
の
４
分
の
３
で
、
上
限
は
４
万
５
千
円

　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
た

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
環
と
し
て
、
公
園
な
ど
の

樹
木
・
街
路
樹
・
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化

し
て
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

①
個
人
等
小
口
利
用
者
向
け
（
地
域
住
民
向
け
）
②
農
家
等

大
口
利
用
者
向
け
＝
事
前
申
込
制
＝
に
分
け
て
配
布
し
ま
す
。　

　

家
庭
菜
園
な
ど
で
、
雑
草
抑
制
や
水
分
保
持
な
ど
に
効
果

が
あ
る
マ
ル
チ
ン
グ
材
や
、
堆
肥
材
料
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
無
な
く
な
り
次
第
、
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

■
配
布
要
領
（
①
・
②
と
も
）

　

配
布
期
間
／
３
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

配
布
対
象
／
城
南
衛
生
管

理
組
合
管
内
（
久
御
山
町
な
ど
３
市
３
町
）
に
在
勤
ま
た
は

在
住
の
人　

配
布
場
所
／
①
＝
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
-61
☎
０
７
７
４（
５
２
）３
５
８
１
ク

リ
ー
ン
21
長
谷
山
）、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
（
八
幡
市
八
幡
沢

１
番
地
☎
０
７
５（
６
３
１
）０
８
３
５
（
施
設
課
））
②
＝

旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

■
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
事
前
申
込

　

受
付
日
時
／
３
月
８
日
㈬
～
10
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

配
布
予
定
数
／
各
日
先

着
50
台
分　

申
込
先
／
ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
（
城
陽
市
富
野

長
谷
山
１
-
２
７
０
）
☎
０
７
７
４（
５
２
）３
５
８
１

■
注
意　

　

▼
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
▼
持
ち
帰
り
用
の
袋
や
容
器
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
個
人
等
小
口
利

用
者
向
け
）
▼
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
の
大
口
の
持
ち
帰
り
は
、

農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
の
配
布
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
引

取
り
用
車
両
は
、
荷
台
を
コ
ン
パ
ネ
等
で
か
さ
上
げ
し
、
必

ず
シ
ー
ト
を
掛
け
、
運
搬
中
の
飛
散
・
落
下
を
防
止
し
て
く

だ
さ
い
▼
第
三
者
へ
の
販
売
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
▼
荒
天
に
よ
り
、
配
布
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
開
催
の
有
無
は
、
①
は
前
述
配
布
場
所
に
、
②
は
ク
リ

ー
ン
21
長
谷
山
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
、無
料
配
布
し
ま
す

　

引
越
し
な
ど
で
多
量
に
出
た
ご
み
を
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
、
近
所
の
迷
惑
に
な
っ

た
り
、
町
の
収
集
体
制
に
影
響
が
出
た
り
し

ま
す
。多
量
に
出
た
ご
み
や
大
型
ご
み
は
、

戸
別
に
収
集
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
は
、
木
曜
日

に
限
り
ま
す
。

　

ご
み
は
収
集
車
輌
が
入
れ
る
所
ま
で
出

し
、
収
集
作
業
に
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
ご
み
の
量
に
応
じ
て
処
理
料
金
を

徴
収
し
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
は
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

引
っ
越
し
で
出
た
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
古
紙
、
古
布

（
古
着
）
な
ど
は
、
地
域

の
集
団
回
収
等
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

引
越
し
な
ど
で
出
た
多
量
の
ご
み
は

戸
別
収
集
し
ま
す
、 

事
前
に
予
約
を

　

町
で
は
農
作
物
の
被
害
防
止
の
た
め
、
宇

治
猟
友
会
に
委
託
し
て
、
空
気
銃
で
カ
ラ
ス
や

ド
バ
ト
な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　

安
全
面
に
は
十
分
注
意
し
て
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
１
日
～
31
日　

時
間
／
午
前

６
時
頃
～
正
午　

場
所
／
佐
山
地
区
（
木
津

川
堤
防
沿
い
）　

問
合
せ
／
産
業
課

空
気
銃
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

▲ 
雨
水
タ
ン
ク（
イ
メ
ー
ジ
）
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3月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

2月1日現在  久御山町の人口 16,246人（男8,032人、女8,214人）　世帯数6,900

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

８日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
ごみステーションは、指定場
所ではありません。
　�　なお、役場庁舎南側の塵芥
収集車車庫内に、平日の午前
8時30分～午後 5時15分まで
回収場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  1日（第1水曜日）
15日（第3水曜日）
缶・ビン

  8日（第2水曜日）
22日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。
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vol.218  ほうれん草とレンコンのみぞれかけ

作り方

●材料（4人分）

ヘルシークッキング

①�ほうれん草はゆでて冷水に
とり、水気を絞って5㎝の長
さに切る。レンコンは8㎜幅
の半月切りにし、酢水に浸
ける。大根はすりおろして
おく。
②�「①」のレンコンの水気を拭
き取り、両面にまんべんな
く小麦粉をまぶす。フライ
パンにサラダ油を熱し、レ

ンコンを入れ、両面に焼き
色がつくまで焼く。
③�鍋にＡを入れて火にかけ、フ
ツフツと沸いたら「①」の大
根おろしを汁ごと加えて軽
くかきまぜる。
④�器に「①」のほうれん草、「②」
のレンコンを盛り、「③」を
かける。さらにすりごまを
上からかける。

　ほうれん草やごまに含まれるカルシウム
は、大根などに多く含まれるビタミンＣを一
緒にとることで、吸収率がアップします。
� 国保健康課

110番消費生活消費生活 vol.220

　「ウイルスに感染しました」と
いう偽警告で電話をさせる手口が
急増しています。
　パソコンやスマートフォンで
Webサイトの閲覧中に、突然「警
告　あなたのコンピュータでウイ
ルスが検出されました」という音
声や表示が出ます。警報音が消え
ず、画面も終了することができず、
「提供された電話番号に連絡してい
ただけるまでは、インターネット
の使用、Webサイトにログインす
ることや、オンライン上での商品
の購入はなさらないでください」
と続きます。同時に、画面上には
ポップアップも出現し、「注意：
あなたのコンピュータでウイルス
が見つかりました！　サポート関
係者に繋がるまで、コンピュータ
やインターネットを使用しないで
ください」といった表示が表れた
りします。

　実は、これらは全て偽のウイルス
情報です。ユーザーの画面には、ウ
イルスの駆除を行うためのサポート
の連絡先（電話番号）が表示され、連
絡するよう促されます。サポートと
称して遠隔操作プログラムをインス
トールさせられ、「支払いはカード
で」と巧みにカード番号を聞き出し
たりされます。
【警告は「偽の警告」です】
　実際にウイルス感染したものでは
なく、特定のURLにアクセスしたこ
とが原因であったり、定期的にポッ
プアップ画面を表示させる設定に
なっていたりします。いずれにして
も、電話をしてはいけません。Web
ブラウザやタスクを終了させること
で、その表示を消すことができま
す。
　もしも、そのような手口によりダ
ウンロードしてしまった場合には、
遠隔操作ソフトをアンインストール

しましょう。その手順について
は、独立行政法人情報処理推進機
構（IPA）に相談できます。また、
クレジットカード番号を教えてし
まった場合には、発行会社に連絡
し、カード番号の変更手続きをし
ましょう。
　万が一、トラブルに巻き込まれ
たら、一人で悩まず京都府消費生
活安全センター☎075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工労働観
光室☎0774（21）2103へご相談く
ださい。
　毎週水曜日には、消費生活相談
員が無料相談を受け付けていま
す。詳しく
は、役場産
業課へお問
い合わせく
ださい。

エネルギー　103キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.5 グラム

ほうれん草��������������������� １束
レンコン�������������������������80ｇ
小麦粉���������������������小さじ４
サラダ油�����������������小さじ４

大根������������������������������200ｇ
Ａ　だし汁�������������大さじ６
　　しょうゆ��������小さじ２
すりごま�����������������小さじ４

「ウイルス感染」の警告表示が消えない!!
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